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はじめに
このたびは Arjo設備機器をお買
い上げいただき、まことにありが
とうございました。
この Arjo Maxi Sky® 2 は、医療施設や介護施設で
の使⽤を⽬的として設計された⾼品質天井⾛⾏
リフトシリーズの一部です。
当社はお客様のニーズにお応えすることに専念
しており、最⾼の製品とともに、お客様のスタッ
フが Arjo 製品から最大のメリットを引き出せる
よう、製品トレーニングも提供しております。
Arjo製品の使⽤または保守に関するご質問に付き
ましては、当社にお問い合わせください。 

この取扱説明書をよくお読みくだ
さい！
この取扱説明書の情報は、Maxi Sky 2の適切な操
作と保守に関して必要不可⽋です。本製品の保護
に役⽴つばかりでなく、満足できる性能を発揮す
ることを確保する上でも有効です。 
人の持ち上げ動作と移乗には常に危険が伴いま
す。この取扱説明書には安全管理に関する重要な
情報が含まれていますので、怪我を防止する為に
も、よく読んで理解しておく必要があります。 

医療機器もしくは福祉機器に関連して、お客様ま
たは患者様に影響する重大な事象が発生した場
合、ユーザまたは患者様は、その事象を医療機器
製造元あるいは販売元に必ず報告してください。
欧州連合では、ユーザは、重大な事象を居住する
加盟国の所轄官庁にも報告してください。

サービスおよびサポート
Maxi Sky 2は定期的に有資格のサービス員による
保守点検を実施する必要があります。これによ
り、本製品の安全性と機能が担保されます。本取
扱説明書の「 リフトの洗浄」セクションを参照
してください。
より詳細な情報が必要な場合、本リフトの性能の
変化に気づいた場合、予想外の出来事が起こった
場合、またはMaxi Sky 2の設定、使⽤または管理
に関してサポートが必要な場合は、最寄のArjo代
理店にご連絡ください。当社代理店では、本製品
の⻑期的な信頼性、安全性と価値を最大化する包
括的なサポートおよびサービスプログラムをご
⽤意しております。
本取扱説明書の複本は最寄りの Arjo 代理店から
入手可能です。ご注文の際は、取扱説明書の製品
番号 001-15698 をご提⽰ください。

製造元情報
この製品の製造元： 
ArjoHuntleigh AB
Hans Michelsensgatan 10
211 20 Malmö
SWEDEN（スウェーデン）
 : +46 (0) 10-335 45 00
 : +46 (0) 413-138 76
 :  www.arjo.com

この取扱説明書で使用する定義

意味：これらの使⽤方法や注意事項をよく理解
し、かつ従わなければ、使⽤者⾃⾝および利⽤者
様の怪我の原因となることがあります。

意味：これらの注意事項に従わなければ、本製品
の不具合を引き起こすことがあります。

意味：これは、本製品の正しい使⽤に関する重要
な情報です。

警告：Arjoは、Arjoが指定する部品のみをArjo
が供給する製品および他の機器に使⽤するよ
う強く助言及び警告いたします。不適切な部品
を使⽤すると、怪我を引き起こす可能性があり
ます。 

警告：Arjo製品に加えられるいかなる不正な変
更も、その安全性を損なう恐れがあります。
Arjoは、その製品に加えられた不正な変更の結
果、生じるいかなる事故または不具合につい
て、責任を問わないものとします。

警告：

注意：

注記：
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安全の手順 
使用目的
Maxi Sky® 2 シリーズの天井⾛⾏リフトは、病
院、介護施設、⻑期ケア、個人宅を含む在宅ケア
環境の介護者を支援できるように設計されてい
ます。この機器は、以下によって理由で運動性が
低下した患者様を持ち上げるように設計されて
います。

• 椅子、車椅子、ベッド、浴槽、トイレ、
床、またはストレッチャーなどへ（か
ら）の移乗

• リハビリ訓練を受ける患者様のサポート
• 排泄介助やベッド上での体位変換などの
介助補助作業

患者様のリフティングおよび / または移乗は、本
取扱説明書の指⽰に従って、訓練を受けた介助者
が⾏う必要があります。

想定製品寿命
Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトは、適合性
のあるキャリーバーを使⽤した場合、利⽤開始
から 10 年もしくは 20,000 サイクル（最大荷重
272 kg）のいずれかが先に到達した期間まで、製
品仕様を満足して使⽤できるように設計されて
います。
但し、「保守･点検とメンテナンス」セクション
で規定されている予防保全を前提条件としてい
ます。
以下の表は、 1 日あたりのサイクル数に対して、
相当する年数を⽰します。1サイクルとは、60 cm
の上昇動作、横方向変位（移動）および 60 cmの
下降動作を含む、272 kgの荷重の移動として定義
されます。

バッテリー、ヒューズ、スリング、ストラップお
よびコード（紐）などの消耗製品の期待される想
定製品寿命は、本製品のメンテナンスと使⽤方法
によって異なります。これら消耗品は、既刊の取
扱説明書および「保守･点検計画」に従って保守
される必要があります。

安全に関する重要な注意事項

この取扱説明書は本製品の近くで保管し、必要に
応じて参照してください。これらの情報に従っ
て、すべての使⽤者が必ず定期的に本製品の研修
を受けるようにしてください。

すべての制御機能および安全機能は、この取扱説
明書に規定されている内容に従ってのみ使⽤し
てください。本製品の安全制御やボタンを、無理
に力ずくで操作することは絶対にしないでくだ
さい。

警告：この製品は、患者様⾃⾝や利⽤者様⾃⾝
が操作するように意図されていません。極めて
稀な故障状況により、患者様が本製品内で動き
が取れなくなるような事態が発生することも
あります。

警告：Maxi Sky 2は、上記の理由・⽬的のため
だけに使⽤してください。 また、 有資格担当
者が地域の規定、条例ならびにArjoの一般的ガ
イドラインに従って取り付けなければなりま
せん。本リフトは他のいかなる⽬的にも使⽤し
ないでください。重篤な怪我を負う可能性があ
ります。

平均サイクル数 
（1 日あたり）

年数
（移乗回数 20,000 回）

5.5 10

8 7

10 5.5

警告：製造元は、想定製品寿命が過ぎているリ
フト本体やアクセサリーの完全な安全性を保
証することはできません。部品の摩耗は製品本
体やアクセサリー不具合を引き起し、患者様が
落下する原因となることがあります。

警告： Arjo は、リフトストラップ、手元スイッ
チのケーブル、その付属品のケーブル、または
緊急プルコードに関連する巻き込み事故の危
険性があることを警告し、これらの事故を未然
に防ぐため必要な予防措置を取るように忠告
します。

注記： Arjo リフトは、特に KWIKtrak™天井
レールシステム、Arjo スリングおよび付属品⽤
に設計されています。また、付録 001-14250 で
指定された他のトラックシステムと互換性が
あります。

注意：リフトのすべての部品は清潔で乾燥した
状態に保ってください。本製品の誤動作を避け
るため、「リフトの消毒・洗浄」セクションで
指⽰されているように電気的・機械的安全性チ
ェックを⾏ってください。

注意：内部損傷を防ぐため、製品本体やバッテ
リーを落とさないでください。リフトに損傷の
疑いがある場合は、最寄りのArjo代理店までご
連絡ください。
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一般的な注意事項
安全耐荷重 (SWL)
Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトは、最大持
ち上げ能力 272 k gで設計されています。
SWL は、低荷重能力のレールシステムに適応さ
せるため、200 kgまたは 120 kgに下げることも
できます。

バッテリーと充電器の安全対策

• 本製品に同梱されている充電器だけを使
⽤してください。

• 換気されていない場所では、本バッテリー
を充電しないでください。

• 本充電器をカバーしたり、埃にさらさない
でください。

• バッテリーへの衝撃、絶縁破壊、開蓋、分
解、機械的な妨害を⾏わないこと。

• 70ºC 以上の環境下でリフトを保管しない
でください。

• バッテリーに損傷や変形がある場合は、使
⽤を中止してください。使⽤を再開する前
に、その旨を有資格担当者に連絡してくだ
さい。

• コンセントへのアクセスが限定され、接続
を外すことが困難な場所には、本充電器を
設置することは避けてください。

感電防止
• 製品の導体または損傷した電源コードが
使われている場合、直接触れたり、製品を
使⽤したりしないでください。その場合
は、ただちに最寄のArjo代理店にご連絡く
ださい。

• 本製品、バッテリーまたは充電器の暴露、
サービスまたは修理を試みないでくださ
い。製品が正常に機能しない場合は、最寄
の Arjo代理店にご連絡ください。

防火および防爆

• 本バッテリーの端子間を短絡させないで
ください。

• 本バッテリーを焼却しないでください。

人と環境の安全対策
• バッテリーハウジングに⻲裂が入り、バッ
テリー内容物が皮膚または衣服と接触す
る事態が生じた場合は、ただちに水で洗い
流してください。バッテリーの内容物が⽬
に入った場合は、ただちに多量の水で洗い
流して、医師の診断を受けてください。

• バッテリーの内容物を吸引すると、呼吸器
系に刺激を引き起こす可能性があります。
ニッケル過敏症の方はアレルギー性喘息
を引き起こす可能性があります。新鮮な空
気を吸い、医師の診断を受けてください。

• バッテリーのリサイクルと廃棄に関して
は、WEEE 指令（廃電気電子機器）の規
定ならびに現地の地方条例に従ってくだ
さい。規定や法令を遵守しない場合は、
バッテリーの爆発、漏出および怪我を引
き起こすことがあります。バッテリーを
返送する場合は、その端子間を接着テー
プで絶縁してください。さもなければ、そ
の使⽤されたバッテリー内部の残留電気
により、火災や爆発を生じることがあり
ます。下図 1は、廃棄記号とリサイクル記
号を⽰します。

図 1

警告：Maxi Sky 2は、体重が特定された安全耐
荷重範囲内にある患者に使⽤するよう意図さ
れています。以下に表⽰されている体重制限を
超える重量の持ち上げを試みないでください。 

• レールシステム
• 本製品上の「最大安全耐荷重」ラベル
• スプレッダーバー
• その付属品
• スリング
これらの要素のいずれかに過重量をかけると、
患者様の落下や傷害の原因となることがあり
ます。

注意：バッテリーコネクタやバッテリー充電器
を水にさらさないでください。充電器は、乾燥
した場所および通常の湿気状態の場所を念頭
に設計しています。

注意：本バッテリーを直射日光のあたる場所や
熱源の近くに配置したり、保管したりしないで
ください。 

注意：バッテリーまたはバッテリー充電器を火
気に近づけないでください。バッテリーや充電
器から化学物質が漏れ出す可能性があります。

注意：可燃性麻酔薬ガスがある場所で、本充電
器を使⽤しないでください。麻酔ガスは可燃性
です。本充電器内部で火花が発生し、内部破壊
を引き起こす可能性があります。
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製品の説明
Maxi Sky 2

図 2

1) リフト
2) 手動緊急下降メカニズムへ
のアクセスドア

3) KWIKtrak™レール
4) 充電ステーション*

5) レールエンドストッパー
6) 六⾓レンチ
7) コントロールパネル、補助
⽤上昇・下降ボタン

8) ストラップ

9) スプレッダーバーの取り付け
• Quick-Connect™（上図に
⽰された天井⾛⾏リフト
モデルおよび感染管理天
井⾛⾏リフトモデル）

• クレビスピン（下図に⽰
されたベーシック天井⾛
⾏リフトモデル）

10)  ハンドコントロール
11)   スプレッダーバー
12)  ラッチ
13)  赤の緊急停止コード
14)  電源投入スイッチ - 緊急停

止スイッチを押す - 引く
15)  ユニバーサル充電器
16)  WCS コネクタ **

* ECS または WCS を搭載する
リフトには適⽤しません。

**WCS を搭載するリフトにのみ
適⽤されます。

See
Detail A

Detail A詳細 A

 詳細 A
を参照
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*

ページは意図的に空白にしています
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ラベルと記号
一般

この記号には、製造日を⽰す日付
とメーカーの住所が付いています。 IPN1N2

筐体による保護等級。
N1：粒子の侵入、
N2：水の侵入。

欧州共同体統一法への適合を
⽰す CEマーキング。

これらの記号については取扱説明書
を参照してください。

この記号は、カナダ規格協会
(CSA)の認証を⽰してます。 SWL 安全耐荷重は、本リフトの

安全操作のための最大定格負荷を
表しています。

この記号は、 Technischer 
Überwachungs-Vereinの認証を

⽰してます。
この記号は、本製品上の手動緊急
下降機能の位置を⽰します。

この記号にはメーカーのカタログ
番号が付いています。

これらの記号は、手元スイッチの
横方向変位（移動）ボタンを参照

しています。

この記号にはメーカーの製造番号
が付いています。 直流 (DC)。

電気・電子機器廃棄物 (WEEE) - 
一般的な家庭ゴミまたは商業ゴミ
と一緒に本製品を廃棄しないでく

ださい。
交流 (AC)。

機器固有識別子 (UDI) 壁設置型充電システム (WCS) 
充電ポート

この記号は、リサイクル可能な材
料を特定します。 

バッテリー充電器関連

この記号は、挟まれ事故の危険
性があることを⽰します。

この記号はクラス II 電気機器：
これは感電に対する保護が基礎
絶縁だけに依存しない電気機器を

⽰す⽤語です。

この記号は、 IEC60601-1 規格に基
づく感電に対する BF 型保護を⽰し

ています。

本製品が EU医療機器規制 2017/
745に準拠した医療機器であること

を⽰します。

REF

SN
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ハンドコントロール 2-機能

詳しくは、 18ページの「操作方法と機能」セクションを参照してください。

手元スイッチ 赤外線リモートコントロール

アイコン ボタンの説明 2方向-機能 4方向-機能 赤外線

上昇ボタン   

下降ボタン   

右ボタン  

左ボタン  

リクライニングボタン * *

座位ボタン * *

RTC（充電リターン）
RTH（ホームリターン）ボタン

 

プログラム設定 /情報ボタン    （ラベルなし）

  * 電動 DPS オプション付き

警告：コードが伸びきった状態では、絶対に手元スイッチから手を離さないでください。他者への怪
我を引き起こす可能性があります。未使⽤時には、手元スイッチをスプレッダーバーに差し込んで、置
いてください。 

  

電動 
DPS

2方向-機能 4方向-機能

??

?

?? DPS
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コントロールパネル
コントロールパネル 
本コントロールパネルでは、以下に関連する情報をユーザーに提供すること
を⽬的として、いくつかの要素が再編成されています：

• コマンドの応答
• 保守要件
• カスタマイズメニュー
• ステータス LED
• USB アクセスポート
• 補助の上昇 -下降ボタン

補助の上昇 -下降ボタン
•  および  ボタンは、操作中に手元スイッチに問題が発生した場
合に移動を完了するために使⽤されます。

ステータス LED
• LED は、画面上にメッセージが表⽰されていることで使⽤者の注意を
引いて、表⽰を補完するものです。

• LED が緑に点滅している場合、充電中であることを⽰し、バッテリー
が満充電されると緑に点灯します。

• LED は、異常な状況が発生すると赤⾊に点灯します。
• 有効 / 無効パラメータを設定するには、「カスタマイズ」セクションを
参照してください。

ディスプレイ
• これは、直感的なアイコンによって、本リフトの様々なステータスを
使⽤者に知らせるメッセージセンターでもあります（詳しくは「表⽰
記号」を参照）。

SWL 定格
• このラベルは本リフトの最大持ち上げ能力を⽰します。
• Maxi Sky 2は、 3 通りの異なる最大体重設定で操作できるように構築
されています。
• 120 kg
• 200 kg / 440 lb
• 272 kg

USB アクセスポート
• USB ポートは MAXISMARTユーザー専⽤です。使⽤履歴データのよ
うな特定機能へのアクセスを可能にします。 

ビープ警告音
• 本コントロールパネルには、コマンドを確認したり、または画面上に
メッセージが表⽰に対して使⽤者の注意を喚起するためにビープ音を
にてお知らせする機能も装備されています。
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表示記号
以下は、ディスプレーに現れるすべての記号の説明です。

バッテリー充電レベル
• 異なる充電レベルのバッテリー記号で表⽰します。これらの記号は、通常
の充電システムまたは壁設置型充電システムを搭載したユニット⽤のバッ
テリーに関する状態を⽰します（詳しくは、 21 ページの「バッテリー情
報」 および「バッテリーの充電」を参照）。

ECS 表示
• 拡張充電システム (ECS) オプションを装備したユニットでは、この記号は
天井⾛⾏式リフトが充電モードにあるときに表⽰されます。

RTC（充電リターン）
• この記号は、 RTC 機能が手元スイッチによって起動された時に⽰します。

RTH（ホームリターン）
• この記号は、 RTH 機能が手元スイッチによって起動された時に⽰します。

PPP PPP（事前プログラム位置）
• この記号は、 PPP 機能が手元スイッチによって起動された時に表⽰され
ます。

過剰デューティサイクル
• この記号は、本リフトが冷却されることなく、⻑時間にわたって使⽤され
ると点滅します。この安全機能は、損傷を防ぐため、推奨デューティサイ
クルを超えて使⽤されている場合、これらの機能（上昇、座位 / 横臥位ま
たは左 /右）を無効にします。

• 過熱保護機能が起動されると、デューティサイクルを超えた場合、これら
の機能は無効になりますが、他の機能は動作可能です。

• 冷却期間中、赤ランプは点灯状態を維持します。さらに、ビープ音が 1 回
鳴ります。

一般的な誤動作（数字付きの警告記号）
• この記号は、本リフトに誤動作が生じると点滅します。
• 本リフトは、有資格のあるサービス担当者が点検 /修理を⾏う必要があり
ます。

• 赤ランプは点灯状態を維持し、ビープ音が 1 回鳴ります。

保守が必要（文字付きのレンチ記号）
• この記号は、本リフトがスリープモードから復帰する際に 7 秒間表⽰され
（ビープ音も 2 回鳴ります）、使⽤者の注意を引くため 5 秒ごとに点滅し
ます。

• 最寄りの Arjo サービスセンターに保守サービスをご依頼ください。

超過重量
• この記号は、本リフトの安全耐荷重を超えた際に移乗を試みると点滅し
ます。

• 患者様が下降されるまで、赤ランプは点灯状態を維持します（急速なビー
プ音が 4 回鳴ります）。

•  機能は、他のすべての機能が動作状態を維持している間は無効になり
ます。

08

ABC
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充電システム

Maxi Sky 2は、3種類の異なる充電システムを取
り揃えています。
Maxi Sky 2を過電流から保護するために、電気リ
レーが、リフト使⽤中にリフトを充電システムか
ら⾃動的に切断し、充電ソースが検出されると接
続を再確⽴します。
Maxi Sky 2 シリーズの天井⾛⾏リフトには、直流
電源コンセントに対応するように、ユニバーサル
充電器が装備されています（該当する地域のみ）。
コンセントへのアクセスが限定され、接続を外す
ことが困難な場所には、本充電器を配置すること
は避けてください。
充電ステーションシステム (C-Stat)

図 3

充電器は、専⽤の充電ステーション (C-Stat)に給
電しています。C-Statは、トラックのレイアウト
に沿った特定の場所に側面設置され、 Maxi Sky
シリーズ天井⾛⾏リフトのバッテリーを充電し
ます。
充電ステーションには、その接点に電流が流れ
ていることを⽰す小さな緑の LED にて確認でき
ます。
RTC（充電に復帰）はデフォルトで無効に設定さ
れています。この機能を有効にする方法に関する
注意事項については、 17ページの「カスタマイ
ズ」を参照してください。 

KWIKtrak™ エンハンスド充電システ
ム (ECS)

図 4

Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトは、
KWIKtrak™ エンハンスド充電システム (ECS)と
の使⽤にも適しています。

ECS により、本リフトのバッテリーは、レール
の動力部に沿って、どこでも充電し続けること
ができます。利⽤者様を移乗後に本リフトを充
電ステーションに戻す必要がありません。
ECS オプションによって RTC機能は不要になり
ます。しかし、本リフトを邪魔にならない場所に
パーキングすることにはメリットがあるかもし
れません。その場合、所望のパーキング（ホー
ム）位置においてレール上に追加される PPP（事
前プログラム位置）ステーションの使⽤と組み合
わせて RTH 機能を有効にすることも可能です。

壁設置型充電システム (WCS)
（KWIKtrak™ 以外のトラッキングネットワーク
に限定）

図 5

バッテリーの充電が必要な場合、スプレッダー
バーは壁取り付けブラケットに配置されます。
充電器コードは、WCSコネクタに手動で接続す
る必要があります。
充電器は、スプレッダーバーの Quick-Connectエ
リアの上にある WCSコネクタに給電して、天井
⾛⾏リフトに電力を転送し、バッテリーを充電し
ます。

壁設置型充電システム (WCS) 
充電ポート

緑⾊の
LED

警告：リフトを使⽤する前に、充電器コードを
WCSコネクタから外す必要があります。

注記：RTC、RTH、および PPP機能は、WCS
オプションでは使⽤できなくなりました。

注記：WCSオプションでは、 PDPSスプレッ
ダーバーを使⽤することはできません。手動
DPSで使⽤可能です。
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梱包内容の確認
本製品の受領時には、パッキングリストに基づい
て本リフトと付属品を検品し、出荷漏れがないこ
とを確認し、発送中の損傷がないことを点検して
ください。本製品に損傷がある場合は、使⽤を避
け、最寄りの Arjo 代理店に連絡してください。

使用する前に
電源投入スイッチボタンを押します。 

日付 /時間の設定
本リフトは、最初の起動時に、日付と時間の設定
を⾏なう画面に入ります。本リフトはその記録日
に基づいて、使⽤者に保守の期限を知らせること
から、日付を正しく設定することが重要です。こ
れらの設定を変更する必要がある場合は、「カス
タマイズ」セクションを参照してください。 
この設定値を変更するには、手元スイッチ上の
または ボタンを押します。このパラメータ

が正しく設定されたら、 ボタンを押して、選
択肢を確認し、次のパラメータに移⾏します。最
後のパラメータが設定されると、本リフトは正常
モードに入ります。

図 6

他のパラメータの設定については、 17 ページの
「カスタマイズ」セクションを参照してください。

注記：本リフトを初めて使⽤する際は、バッテ
リーを最低 8 時間充電する必要があります。 

注記：使⽤する Maxi Sky 2が可搬型であるとき
は、 MS2 可搬型の取扱説明書を参照してくだ
さい。 

開始

凡例

選択したパラメー
タを⽰す数字の

点滅

数値を増加

数値を入力 / 次のパ
ラメータに移動 

数値を減少

標準モードへ
の出口

準備
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初めて使用するにあたり
必ず以下の徹底を図ってください。

• 本レールシステムおよび本リフトは、地方
⾃治体の条例・規定に従って、認定された
Arjo 代理店が取り付けてください。

• 耐荷重テストが、Arjo の指⽰に従って、本
レール上で実施されています。

• すべてのレール端部は、ストッパーで固定
するか、または他の閉じたレール部品に接
続しなければなりません。

使用するにあたり

必ず以下の徹底を図ってください。
• 本製品は訓練を受けた介助者によって使
⽤されている。

• 電極、カテーテル、または他の医療機器に
接続されている患者の移乗時に特別な配
慮が必要です。

• スリングは点検され、この取扱説明書にあ
る持ち上げ手順が遵守されている。

• 患者様が動揺した場合は随時、移乗を停止
し、患者様を安全に下降させてください。 

• 本リフトの使⽤前には、以下の要素に特別
な注意を払って、日常保守が⾏われるこ
と：
• ストラップの摩耗、変⾊ または糸のほ
つれを点検する。

• すべてのスリング部品（付属品、布、
縫い⽬部およびストラップ）を点検
し、摩耗、変⾊、劣化 または糸のほつ
れの兆候がないことを確認する。

• スプレッダーバーの損傷や⻲裂を点検
する。すべての取付具が適正に固定さ
れ、すべての Quick-Connect 構成部品
（カバーおよびラッチ）が揃っている
（ベーシック天井⾛⾏リフトモデルを
稼働する場合はクレビスピン）ことを
必ず確認する。

• 外部損傷の形跡、⽋損部品または破損
パネルを点検する。

• すべてのレールにエンドストッパーお
よびエンドキャップが揃っていること
を必ず確認する。

• 安全を確保し、本リフトの部品の早期摩耗
を防ぐため、患者の上昇時または下降時に
は、常にストラップをできるだけ真っ直ぐ
な状態に維持することを忘れないでくださ
い。図7に⽰した最大値を絶対に超えない。

図 7

注記：患者をサポートするために二人⽬の介助
者が必要かどうかは、各事例ごとに判断する必
要があります。 

警告：患者の移乗を試みる前に、とりわけ、患
者様の移乗では患者の体に相当な圧力を引き
起こすことがあることを考慮して、資格のある
医療専門家が、患者様の移乗適合性に関する臨
床的評価を⾏う必要があります。移乗適合性の
低い患者様を移乗すると、患者様の健康状態が
悪くなる可能性があります。

警告：患者様を移乗する前に、患者移乗経路に
障害物がないことを必ず確認してください。怪
我をする可能性があります。

警告：⾛⾏方向にはストラップに接触するよう
な障害物がないことを必ず確認してください。
ストラップが損傷または切断して、患者様を落
下させる原因になる可能性があります。

 クレビスピン
取付具

ストラップ
ストラップ

Quick-Connect 
取付具

2,5°
max.

2,5°
max.

15°
max.

15°
max.

2,5º 
最⼤

2,5º 
最⼤ 15º 

最⼤
15º 
最⼤
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Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトでは、訓練
を受けた介助者が特定のパラメータをカスタマ
イズして、設置環境との相互作⽤を最適化するこ
とができます。

カスタマイズモードへの手順
カスタマイズモードに入るには、  ボタンを 3
秒間押し続けます。 
表⽰部にプログラミングメニューが表⽰されて
いるとき、  ボタンを押して、customizingを選
択し、  ボタンを押してカスタマイズモードに
入ります。
表⽰部には、最初のパラメータがその実際の設定
とともに表⽰されます（図 8を参照 ）。

 ボタンと  ボタンを⽤いて、そのメニュー
をナビゲートします。
パラメータオプションを変更する必要がある場
合は、  ボタンを押してパラメータ設定モード
に入り、次に  ボタンまたは  ボタンを⽤い
てオプション（次へ /前へ）を選択するか、また
は数値を設定（増加 /減少）します。 

パラメータを希望のオプションに設定したら、
ボタンを押して選択肢を決定します。短いビープ
音が鳴り、本リフトはカスタマイズメニューに戻
ります。 
カスタマイズモードを終了するには、「back」を
選択し、  ボタンを押すか、またはいかなるボ
タンも押すことなしに 60 秒間待機します。

図 8

プログラム可能な項目
以下の表は、ニーズに合わせて設定することがで
きるパラメータを記載しています。
表 1
パラメータ 説明 設定（デフォルトは太文字）

motor 
speed

レール上の
移動速度

10 cm/s
15 cm/s
20 cm/s

rtc/rth 
機能

RTC/RTH 
オプション

（無効にする）、
⾃動、 、  

ppp 
機能

PPPを有効 /無
効にする 無効、有効

ストラッ
プ⻑

RTC/RTH モード
ストラップの
巻き戻し時間

13 cm - 152 cm
(5 in - 60 in)

RTC/RTH 機能の両方および
PPP 機能が無効にされている

と効果はありません

検知時間
充電器または

PPP ステーショ
ンを検出する
最大時間

0.5 〜 5 分（1.5 分）
RTC/RTH 機能の両方および

PPP 機能が無効にされている
と効果はありません

準備動作
状態

スリープモード
に入る前のリフ
トの休止時間

1 〜 20 min. (10.5 min.)

hoist led 緑の LED を有
効 /無効にする*

*赤の信号は常に有効です。

無効、有効

date/time
（日時）

実際の
日付 /時間

初期起動時における
設定値によって異なります

(11-01-01 00:00)

back
（戻る） カスタマイズモードを終了する

motor 
speed

15 cm/s

10 cm/s

15 cm/s

20 cm/s

開始
実際の日付/ 時間を受け入れて
パラメータメニューに戻る
次を選択する

前を選択する

オプションメニューパラメータメニュー前のパラメータ

次のパラメータ 進捗バー進捗バー

カスタマイズ
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操作方法と機能
スリープモード
本リフトの未使⽤時間が、「ready state（準備動
作状態）」パラメータで設定された時間を超える
とき、電力消費を削減するため常にリフトは表⽰
部の電源をオフにします（表 1 の「Ready state」
パラメータを参照）。よって、Maxi Sky 2は、毎
回の使⽤後に電源をオフにしないでください。
LED は、バッテリー充電量が 25% 以上の場合は
緑に点灯した状態を維持し、本リフトが充電中の
場合は緑に点滅します。 LED のステータス表⽰
は、バッテリー充電量が、満充電の 25% 以下に
低下すると、赤に変わります。本リフトは、バッ
テリー充電量が限界点（5% 未満）に達すると、
ビープ音を 10 秒 ごとに 2 回発します。 
本リフトは、 15 分ごとにスリープモードから復
帰して低バッテリー残量メッセージを表⽰し、30
秒後に再びスリープモードに入ります。本リフト
は、手元スイッチ上のいずれかのボタンを押すと
スリープモードから復帰します。
操作方法
Maxi Sky 2の動作は、本リフトを操作できるすべ
てのボタンがある手元スイッチによって可能に
なります。
垂直方向の動作

•  および  ボタンは、患者を上昇また
は下降させるために使⽤されます。補助の
ボタンを使⽤することも可能です。

• 本ボタンを押すと同時に上昇機能と下降
機能は作動し、徐々に加速して唐突な動作
を防止し、本ボタンを押し続ける限り、継
続して動作します。 

• 本ボタンから手を離すと、徐々に減速して
唐突な動作を防止します。

水平方向の動作
• 4 方向 - 機能モデルは、横方向モーターを
起動して本リフトをレール上で移動させ
る  ボタンと ボタン  を備えていま
す。 2方向 -機能モデルでは、本リフトを
手動で移動させなければなりません。

• 本ボタンを押すと同時に  機能と  機
能は作動し、徐々に加速して唐突な動作を
防止し、本ボタンを押し続ける限り、継続
して動作します。

• 本ボタンから手を離すと、徐々に減速して
唐突な動作を防止します。

電動ダイナミックポジションシステム (PDPS)
PDPS が装備されたモデルには、患者様の移乗開
始時の位置および/または移動先の座位⾓度に応じ
て、患者様を端座位またはリクライニング姿勢に
変更することができる  ボタンおよび  ボ
タンが付いた手元スイッチが同梱されています。

ボタンを押し続けて、患者様を座位姿勢
にします。
ボタンを押し続けて、患者様をリクライ
ニング姿勢に傾斜させます。

充電に復帰 (RTC) / ホームに復帰 (RTH)
この機能は工場出荷時、無効に設定されていま
す。この機能を有効にする方法に関する注意事項
については、 17ページの「カスタマイズ」セク
ションを参照してください。 

RTC/RTH 機能が有効にされていると、  ボタ
ンは、レールに沿って⾃動的に本リフトを充電ス
テーションまたは所定の位置に戻して、次の使⽤
時に備えて待機することができます。

• 本リフトを充電ステーションに復帰させる
には、RTC ボタンを 3 秒間押し続けます。

• ECS システムまたは WCS システムには
充電ステーションがないことから、 RTH
ボタンを 3 秒間押し続けると、本リフトは
PPP ステーションに送られます。

機能は、有資格サービス担当者によって 3 通りの
異なるモードに設定することができます。

• Auto：このモードでは、本製品は充電ステー
ションの位置を記憶し、本機能が起動され
ると⾃動的にその方向に移動します。

•  / ：これらのモードでは、本製品は、
本機能が起動されると、必ずそれぞれの事
前設定方向に移動します。 

RTC/RT は、以下を⾏うことによって、いつでも
停止することができます：

• 手元スイッチ上の任意のボタンを押す
• 赤の緊急停止コードを引く 
• スプレッダーバーを保持する。

警告：本リフトを手元スイッチで引いて移動させ
ないでください。手元スイッチで本リフトを引っ
張ると、はずみで急な移動動作をすることがある
ので、怪我を引き起こす可能性があります。

警告：患者様の体を押したり、引いたりするこ
とで、リフトを移動させないでください。本リ
フトの移動は、スプレッダーバーを保持しなが
ら、引くか、押すことによって⾏ってくださ
い。あるいは、  ボタンまたは  ボタンも
使⽤できます。

警告：RTC/RTH を使⽤する前に、進⾏経路に
人がいないことを検証してください。本リフト
またはその付属品との接触は、怪我を引き起こ
す可能性があります。

注記：この機能は、埋め込み式レールではご利
⽤いただけません。

Maxi Sky 2 シリーズ天井⾛⾏リフトの使用 
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Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトは、持上げ
時に荷重の変動が検出されると、動作を停止する
荷重センサが装備されています。進⾏経路に障害
物がないことを必ず確認してください。

使用頻度の確認
Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトには、移乗
回数、使⽤履歴、定期保守計画または誤動作
（「表⽰記号」セクションを参照）に基づいて、保
守が必要になったことをユーザーに知らせる保
守モニターが装備されています。
必要な保守
ビープ音と赤⾊の LED 表⽰ は、使⽤者の注意を
引くために使⽤され、保守または誤動作に関連す
るメッセージが表⽰部に現れます。
使用頻度データの表示
Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトは、本リフ
トを点検整備する有資格担当者をサポートする
ため、使⽤回数の記録も⾏います。
この使⽤履歴データへのアクセスは、PPP 機能の
有効状態に応じて、2 種類の方法で確認できます。

PPP が無効にされているときの使用量デー
タへのアクセス
瞬間的に  ボタンを押すと、表⽰部に使⽤履歴
画面が表⽰されます。
その画面を  ボタンを使ってスクロールします。
本リフトは、「Average Lifts/Day （平均リフト持
ち上げ回数 / 日）」が表⽰中に  ボタンを押す
とそのデータ画面を終了します。この使⽤履歴は

 ボタンまたは  ボタンで、いつでも終了す
ることも可能です。
以下は、このモードで利⽤可能な情報のリスト
です。

PPP が有効時の使用量データへのアクセス
 ボタンを 3 秒間押し続けると、メニュー画面

が表⽰されますが、データ情報を表⽰するには確
認が必要です（図 9を参照）。

図 9

 ボタンまたは  ボタンで本メニューをナビ
ゲートし、「monitoring（監視）」を選択し、 
ボタンを押して選択肢を選択します。
以下は、このモードで利⽤可能な情報のリストで
す。  ボタンまたは  ボタンを使⽤してその
メニューにナビゲートします。

任意のデータ画面を終了するには、「back」を選
択し、次に  を押してその選択肢を選択ます。

緊急停止（赤のコード）
この機能は、制御できない状況が発生する事象に
おいて本リフトを容易かつ迅速にアクセスでき、
完全に動作を無効にすることができる機能です。

本コードを引くと：
• 本リフトはすべての動作を停止し、表⽰
部およびすべてのインジケータはオフに
なります。

• 小さな赤⾊のプラスチック挿入部分がそ
のハウジングから出てきます。

緊急停止が起動された場合、体重が 55 kgを超え
る患者は、ゆるやかな速度で下降される可能性が
あることに注意してください。
本リフトを再起動するには
赤⾊のプラスチックインサート部分を押し上げ
ます。

• 本リフトは、 バッテリー記号または  
アイコンが表⽰部に表⽰された時点で、す
ぐに使⽤できる状態になります。

警告：本リフトにて患者を移乗している場合
は、患者の怪我を引き起こす可能性があるの
で、 RTC/RTH 機能を絶対に使⽤しないでくだ
さい。 

警告：本リフトにて患者を移乗している場合に
RTC/RTH を機能しないようにする本リフト内
の体重検出センサーが検出できるのは、最小負
荷 20 kg 以上です。体重が 20 kg 以下の患者
を移乗する際は、手元スイッチの操作に特別な
注意を払う必要があります。

ラベル  詳細
Total Lifts

（総リフト回数） 
初期起動以来の
累積リフト回数

Lifts Last Day
（前日のリフト回数）

午前零時での
更新情報

Lifts Last Week
（先週のリフト回数） 日曜日〜⼟曜日

Average Lifts/Day
（1日平均リフト回数）  7 日間に基づいた平均

• Total Lifts
 （総リフト回数）
• Lifts Last Day

 （前日のリフト回数）
• Lifts Last Week 

 （先週のリフト回数）
• Average Lifts/Day

 （1日平均リフト回数）

• Hours of Use
 （利⽤時間）
• Overweight Lifts

 （耐荷重超のリフト
    回数）
• Over Duty Cycles

 （デューティーサイク
    ル超回数）
• Version / Serial №

 （版、シリアル番号）

注意：本リフトを、赤の緊急停止コード引っ
ぱって移動しないでください。これは誤動作
または損傷を引き起こす可能性があります。

注意：本コードを過剰な力で引くと、本リフト
が損傷することがあります。

back

monitoring

monitoring 

customizing

back
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緊急下降のメカニズム
極めて稀で異常な状況、たとえば電気的な故障が発生した場合に、緊急下降機能は、椅子、ベッドまた
は車椅子に患者を下降させる安全な方法をご提供します。
緊急下降機能は緊急時にのみ使⽤してください。

緊急ブレーキ
極めて稀で異常な状況、たとえば機械的な故障が発生した場合でも、本リフトには、⾃動的にその下降
を停止させるブレーキシステムが装備されています。この状況では、緊急下降機能は利⽤できません。

赤の緊急停止コードを引きます。

側面の小さなプレートを開いて、下降機能にアクセスし
ます。

そのプレート内から 8 mm の六⾓レンチを引き出します。 

六⾓レンチを 機能の軸受けに深く挿入します。六⾓レンチ
を反時計回りに回して、ゆっくりと患者を下降させます。
患者様が下降され、椅子、ベッドまたは車椅子に移乗でき
たら、有資格技術者に連絡して本リフトの点検をご依頼く
ださい。

警告：緊急ブレーキが起動した場合は、本製品の電源をオフにし、警告サインを本リフト上に貼り付
けて他の職員が使⽤しないようにし、最寄りの Arjo 代理店にお電話でご連絡の上、点検をご依頼く
ださい。
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バッテリー情報
この製品のバッテリーは充電式鉛蓄電池です。バッテ
リーの安全な取り扱いとバッテリーの寿命の延⻑につ
いては、これらの注意事項に従い、覚えていてくださ
い。これらの注意事項に従わないとバッテリーの寿命
を縮める可能性があり、極端な場合にはユーザーを危
険にさらすことがあります。
バッテリーの寿命は多くの要因により変化します。そ
れらの要因は以下の通りです。、使⽤頻度、充電の頻
度、動作温度、保管および保管時間があげられます。
鉛蓄電池を 5% 以下の充電状態で使⽤すると、バッテ
リーを損傷し、バッテリーの寿命を縮める可能性があ
ります。5% の充電残量は、表⽰部で点滅する限界バッ
テリーレベル記号で表⽰されます。この残量では、下降
機能だけを⾏うことができます。できるだけ早くバッ
テリーを充電するようにしてください。 

このグラフは、バッテリーが限界レベ
ルに達する前に⾏うことができるリ
フト回数とリフト荷重との関係性を
図に⽰しています。

バッテリーの充電方法

充電ステーションシステム (C-Stat)
2方向 -機能モデル：リフトを充電ステーションの下に移動します。
4方向 -機能モデル：  ボタンと  ボタンを同時に押すか、または  ボタンを押すと、本リフトを
充電ステーションまで移動します。

バッテリーが完全に消耗した場合、再充電が完了するまでに最大 8時間かかります。

警告：電源コードが損傷している場合や充電ステーションが落下したり損傷している場合には、充電
ステーションを使⽤しないでください。電源コードは、強制的に曲げたり、その上に重い物を置いた
りしないでください。これは、電源コードの損傷を招き、火災や感電の原因となることがあります。

注記：本リフトは、バッテリーの充電中にでも操作することができ、操作を開始すると充電は⾃動的
に停止します。

バッテリーが適切に充電されていることを確認す
るには、 LED インジケーターをチェックしてくだ
さい。

• LED は、バッテリーがフル充電されるまで緑
⾊にて点滅します。

• 表⽰部は、充電の進⾏状況を⽰すため、実際
のバッテリー充電レベルに従って充電レベ
ルを⽰すアイコンを周期的に繰り返します。

ディスプ
レイ

バッテリー
充電 摘要

100%

正常な操作範囲75%

50%

25%

低充電
以下のいずれかのボタンが押
されると短いビープ音が鳴り
ます 

< 5%
限界
2 つのアイコンが交互に点滅
し、 10 秒ごとに短いビープ
音が 2 回鳴ります

  

 

 

 

175

150

125

100

75

50

25

0

0                                 90 (200)                            181 (400)                          272 (600)

120 (265)

200 (440)

272 (600)移
乗
回
数

バッテリーの⾃律性

荷重：kg

 

< 100% < 75% < 50% < 25% 
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壁設置型充電システム (WCS) 充電ポート

バッテリーが完全に消耗した場合、再充電が完了するまでに最大 8時間かかります。

壁設置型充電システム (WCS) - 取り外し手順

壁設置型充電システム (WCS) - 接続手順
#1 #2 #3

壁に取り付けられた壁フックにス
プレッダーバーを手作業で配置し

ます。

リモートコントロールをスプレッ
ダーバーに取り付けて、コードに張
力がかからないようにします。

張力がかかると、突然の排出が発生
することがあります。余分なスト

ラップを巻き取ります。

充電器のコードを壁設置型充電シス
テム (WCS)コネクタに接続または挿

入します。

バッテリーが適切に充電されていることを確認する
には、Maxi Sky 2 上の LED インジケーターをチェッ
クしてください。

• LED は、バッテリーがフル充電されるまで緑
⾊にて点滅します。

• 表⽰部は、充電の進⾏状況を⽰すため、実際
のバッテリー充電レベルに従って充電レベル
を⽰すアイコンを周期的に繰り返します。

注記：リモートコントロールがスプレッダーバーに取り付けられているときは、突然の排出を防ぐた
めに、張力がかからないように、コードをゆるく垂らしてください。

警告：リフトを使⽤する前に、充電器コードをWCSコネクタから外す必要があります。

#1 #2 #3

WCSコネクタから充電器コード
を外します。

リモートコントロールをスプレッダー
バーから取り外し、予期せぬ反動を
防ぐために、ゆるく吊るします。

壁フックからスプレッダーバーを手
作業で取り外します。リフトの下に
置き、ストラップが徐々に張力を回

復できるようにします。

 

< 100% < 75% < 50% < 25% 
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ECS システム
ECS を装備するシステムでは、天井⾛⾏式リフトが充電モードにある間、ア
イコンが表⽰されます 。 

• 約 8時間の一定期間、 LED は緑⾊にて点滅します。その期間の後、
バッテリーレベルがまだ 80%以下である場合、本体は更に 8時間の充
電を継続してください。それ以外は、 LEDは点灯します。

充電中に利⽤された場合、ECSのアイコンは消えて、緑⾊の LEDが点灯しま
す。操作ボタンから手を離した後、バッテリー充電レベルが 80%以下である
場合にのみ、約 20 秒後にリフト本体は ECS システムへの充電が再接続され
ます。
システム障害や停電の際に ECSシステムが電気を供給していない場合は、表
⽰部に非 ECS システム⽤として実際の電池残量が表⽰されます。障害が検出
されたら、15分毎に、本体は ECSシステムへの再接続されます。バッテリー
充電レベルが 80%以下である場合にのみ、本体はECSシステムへの再接続を
試みます。

< 80%  
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スプレッダーバーおよび体重計の取り付け /取り外し
（25ページにあるベーシック天井⾛⾏リフトモデルのスプレッダーバーおよび体重計の取り付けを参照）

Quick-Connect 概要（Maxi Sky 2 天井⾛⾏リフトモデルおよび感染管理天井⾛⾏モデル）

Quick-Connect リフト∕スプレッダーバー∕体重計

スプレッダーバーと体重計には、介助者が工
具を使⽤せずに数ステップで簡単に取付けが
完了できる特徴があります。

利⽤できる際に体重計を使⽤するには、体重
計の取扱説明書を参照してください。

以下の手順で、リフトを体重計に取り付ける場
合、スプレッダーバーに体重計を取り付ける場
合、およびリフトをスプレッダーバーに取り付
ける場合について、図で説明しています。

Lift strap with hook

Quick Connect

Quick Connect

Hook

フック付きリフトス
トラップ

クイックコネクト

クイックコネクト

フック

警告：スプレッダーバーおよび体重
計の取り付けは、訓練を受けた者だ
けが⾏わなくてはなりません。患者
様の落下を防ぐには、毎回の使⽤前
に、フックが取付具で固定されてい
ること、取付ラッチが閉じられてい
ることを必ず確認してください。

注記：Quick-Connect/フック取
り付けに関する同じ手順が、すべ
ての場合に適⽤されます。図を参
照してください。
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Quick-Connectへの取り付け

スプレッダーバー / 体重計の
Quick-Connectラッチを、フッ
クに合わせます。

フックを Quick-Connect に挿
入します。

スプレッダーバー /体重計を移
動させ、フックをピボットに
はめ込みます。

注記：WCS搭載
Quick-Connectの方向。
取り付け /取り外しを容易
にします。

スプレッダーバーを回転させ、
位置を合わせます。
Quick-Connectラッチが閉じて
いることを確認してください。
ラッチが開いた状態でリフト
を操作しないでください。

PDPS を使⽤している場合
は、ケーブルを接続します。
リフトとスプレッダーバーの
間にケーブルが接続されてい
ます。体重計に接続するケー
ブルはありません。

PDPS を使⽤している場合
は、図⽰のとおりケーブルを
Quick-Connect のハウジング
の後ろに固定します。 

Latchラッチ
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Quick-Connectから取り外します

PDPS を使⽤している場合は、
ケーブルをQuick-Connectのハ
ウジング背面から取り外し、次
いでケーブルを外します。

フックを所定の位置にロッ
クするラッチを押して、開き
ます。

取り外したい方どちらかに応
じて、スプレッダーバー /体重
計をラッチに向けて上方に回
転させます。

スプレッダーバー/体重計を移
動させ、ピボットからフック
を離します。

スプレッダーバー/体重計を下
に引き、Quick-Connectから引
き出します。

または
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スプレッダーバーおよび体重計の取り付け /取り外し
（ベーシック天井⾛⾏リフトモデルのみ）
（22 ページにある Maxi Sky 2 天井⾛⾏リフトおよび Maxi Sky 2 感染管理天井⾛⾏リフトモデルのスプ
レッダーバーおよび体重計の取り付けを参照）

スプレッダーバーには、介助者が工具を使⽤せずに数ステップで変更できる取付具が備わっています。
スプレッダーバーの本リフトへの取り付け： 

1) ストラップの端をスプレッダーバーの取り付けに挿入します。
2) クレビスピンをストラップの端で取り付け具とループに挿入します。 

3) スプリットリングのクレビスピンを締めます。 

警告：スプレッダーバーおよび体重計の取り付けは、訓練を受けた者だけが⾏わなくてはなりません。
患者の落下を防ぐには、毎回の使⽤前に、クレビスピンがストラップループとスプレッダーバー取付
具で固定されていることを必ず確認してください。クレビスピンはスプリットリングで必ずロックし
ます。
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クリップスリングの用途
クリップスリングの互換性
以下は、Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトに適合する標準的な Arjo クリップスリングのリストです。

スリングの選択
本リフトに取り付けられているスプレッダーバーにより、患者の移乗に使⽤可能なスリングを決定し
ます。 
以下のように、ほとんどのスリングは、サイズ別に異なる⾊の縁飾りまたは取付ストラップで⾊分けさ
れています。

全てのスリングが対象者の方々すべてのサイズに対応できるとは限らないことにご注意ください。
多種多様なスリングが各⽤途別にご利⽤いただけます。詳細情報については、最寄りの Arjo 代理店まで
お問い合わせください。
Flites®（単一患者の複数回使⽤スリング）は、ほとんどのスリングモデルでもご利⽤いただけます。Arjo
FlitesスリングをMaxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトと共に使⽤する場合は、Arjo Flitesスリング取扱
説明書を参照してください。 

スリングの用途 スリングのレイアウト

一般的な移乗

衛生管理

• ティール - XXS
• 茶⾊ - XS
• 赤⾊ - S
• ⻩⾊ - M
• 緑⾊ - L
• 紫⾊ - LL
• ⻘ - XL
• テラコッタ - XXL

注記：必ず Arjo 製スリングだけを、 Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトに使⽤してください。
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スプレッダーバーの互換性
以下は、 Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトに推奨されるクリップスリングと共に使⽤できるすべて
の Arjo スプレッダーバーのリストです。施設の評価に基づいて、他の組み合わせが適切である可能性は
あります。サイズおよび組み合わせは、臨床的な判断を⾏った上で選択してください。

取り付け点

*このラベルは、ラベル位置より上の部分を患者の入浴時またはシャワー浴時のいずれの場合にも水に浸
してはならないことを意味します。

スプレッダーバー 説明 Basic
モデルのみ

クリップスリングのサイズ
XXS XS S M L LL XL XXL

 
700-19475

手動フラット DPS
（警告を参照）       

700-19200

手動フラット DPS
（警告を参照）        

 

700-19480

手動オープン DPS
（警告を参照）      

700-19340-BOX

手動式オープン 
DPS

（警告を参照）
      

 

700-19350

PDPS M
サイズ      

 

700-19355

PDPS L
サイズ    

警告：フラット DPS またはオープン DPS を切断患者⽤スリングと共に使⽤する場合は、正しく使⽤
しないと怪我を引き起こすことがあります。

*

手動式フラット DPSPDPS および手動式オープン DPS

肩部

肩部

脚部 脚部



30

スリングの DPS への取り付け

DPS からスリングの取り外し

方法 1 - 直線取付

PDPS/DPS のラグ上にクリップ取付具を挿入します。
ラグがクリップ穴の上部に収まるようにスリングを引き
下げて、クリップを所定の位置に固定します。
（左図は、スプレッダーバー上に貼付されているラベルで
この手順が簡単に⽰されています。）

方法 2 - 交差脚取付

ほとんどの患者の場合、脚部クリップの直線取付が推奨さ
れる使⽤法です。

患者が脚部クリップを蹴って外してしまう傾向がある場
合、脚部クリップの交差取付を適⽤するものとします。そ
れにより、クリップが蹴り外されるのを防止できます。

スリングを引き上げて、ロックを解除します。
クリップ取付具を PDPS または DPS 上のラグから取り除
きます。

!

.

スリングの脚部⽤クリッ
プをラグに付けて、それ
らが垂直に位置づけられ
るようにします。

スリングの脚部⽤クリ
ップをラグに取り付る
際に交差させます。



31

DPS および PDPS の操作

電動 DPS スプレッダーバーを操作するには、手元スイッチの  ボタンおよび  ボタンを使⽤しま
す。患者が希望する位置になるまで、ボタンを押し続けます。電動動作は、その傾斜⾓度制限に達する
か、またはそのボタンが解除されるまで継続します。電動動作が中断されると、スプレッダーバーは適
切な位置にしっかり固定されます。

クリップスリングを使用した患者の移乗

座位姿勢からの患者移乗
本取扱説明書に記述されているリフティング技術は、患者様の場所（たとえばベッド、椅子、車椅子な
ど）にかかわらず、座位の患者移乗に使⽤することができます。

警告：患者の快適性と安全性を最大限に確保するため、患者がスプレッダーバーにつかまることがない
ように注意してください。 DPS/PDPS の操作時、腕や指が挟まれ、事故が発生する可能性があります。

DPS スプレッダーバーは、患者が希望する位置になるま
でティルトハンドルを上昇または下降させて調整します。

警告：スプレッダーバーが患者の近くにある場合、患者に当たるのを避けるため、必ず手で保持して
ください。怪我を引き起こす可能性があります。

警告：本リフトを移動する前に、患者様に接触しないように十分なクリアランスを確保してください。
怪我をする可能性があります。

警告：患者様をリフトで持上げる際、スリングが障害物（たとえば、車椅子のブレーキやアームレス
ト）に接触したり絡まったりしないことを必ず確認してください。怪我をする可能性があります。

本スリングをその底部が患者様の尾骨よりもわずか下
になるように配置します。MaxiSlide®や MaxiTube®な
どの補助具を使⽤すると本スリングの配置が簡単にで
きます。

本スリングのヘッドレスト部が患者頭部を背後から覆
うように支えていることを確認してください。大腿部下
にある各脚部ストラップを、大腿部内側に引っ張り出し
ます。
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本リフトを患者様に近づけ、以下の徹底を図ります。
• スプレッダーバーがリクライニング姿勢に設定
されている。

• スプレッダーバーの幅広部が肩の⾼さか、その
すぐ下にある。

• スプレッダーバーはスリングのショルダースト
ラップクリップが取り付けられる位に患者に十
分に近い位置に配置して下さい。

ショルダーストラップクリップを接続し、次いでフレー
ムを傾けて脚部セクションを取り付けます。必要があれ
ば、スプレッダーバーを、患者の体に当たらないように
注意しながら、さらに少し下降させます。 

過剰な揺動を止め、さらなる安心感を与えるためにス
プレッダーバーを保持しながら、患者様の移乗を始め
ます。

患者様が移動先に到着したら、移乗先に適した体位に
応じて、患者体位の位置決めをします。
患者様が常に安定した楽な体位を維持できるように下降
中に微調整を⾏いながら、患者様を⽬的の位置に下降さ
せます。

患者様の体重が完全に移乗先で保持できるようになっ
たら、脚部ストラップクリップを取り外し、次いでショ
ルダーストラップクリップを取り外します。

警告：スリング取付クリップが正しく取り付けられ
ていること、および患者様の体重が徐々に支持され
るにつれてその張力状態が維持されることを必ず
確認してください。これにより、患者様の落下が防
止されます。

注意：手元スイッチのケーブルを引っ張ってレール
上で本リフトを移動させないでください。ケーブル
への損傷を引き起こし、最終的には手元スイッチの
機能を損なう可能性があります。 

警告：この下降機能を使⽤する際は、怪我のリスク
がある為、スプレッダーバーが患者様に当たらない
ように注意してください。
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仰臥位姿勢からの患者移乗方法
本書に記述されているリフティング技術は、患者様の場所（ベッド上やリハ室の床上など）にかかわら
ず臥位の患者移乗に使⽤することができます。
使⽤する前に、ベッドが適切な作業⾼に調節されていること必ず確認してください。

本リフトを患者様から遠ざけます。
患者様の背後からスリングを取り除きます。
MS2充電装備システムに従ってバッテリーを充電します。

患者様を介護者に向かって横転させます。スリングを半分
に折りたたんで患者の背部に沿ってベッドまたは床上に
配置します。このスリングは必ず患者様の頭上部まで覆
い、患者様の脊髄底部とスリングの底部とを合わせるよう
にします。

患者様を横転させてスリング上に配置し、次にわずかに
反対方向に横転させて、スリングの折りたたみ部を広げ
ます。

可能であれば、ベッドの頭部を背上げ機能を使ってわずか
に起こします。
本リフトを患者様に近づけ、以下の徹底を図ります。

• スプレッダーバーがリクライニング姿勢に設定さ
れている。

• スプレッダーバーはスリングのショルダーストラッ
プクリップが取り付けられる位に患者に十分に近い
位置に配置して下さい。

警告：患者様の落下を防止するため、ベッドのサイ
ドレールが取り付けられていることを必ず確認して
ください。
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手元スイッチを使⽤して、スプレッダーバーのフレームが
患者の体に当たらないように注意しながらスプレッダー
バーを下降させます。
スリングのショルダーストラップクリップと脚部ストラッ
プクリップをスプレッダーバーに接続します。

手元スイッチを使⽤して患者を持ち上げ、患者移乗に適し
た楽なセミリクライニング姿勢に患者を設定します。患者
様を介助者の⽬の⾼さより上に持ち上げないようにして
ください。

過度な揺動を抑え、さらなる安心感を与えるために、手元
スイッチを使⽤し、スプレッダーバーを保持しながら、患
者移乗を始めます。

患者様が移動先に到着したら、移動先に適した体位に応じ
て患者様の体位変換をします。
患者様が常に安定した楽な体位を維持できるように下降
中に微調整を⾏いながら、患者様を⽬的の位置に下降させ
ます。

患者様の体重が移乗先で完全に保持されるようになった
ら、接続クリップを取り外します。
本リフトを患者様から遠ざけます。 
患者様の体の下からスリングを取り除きます。
MS2 充電装備システムに従ってバッテリーを充電します。

警告：スリング取付クリップが正しく取り付けられて
いること、および患者の体重が徐々に支持されるにつ
れてその張力状態が維持されることを必ず確認してく
ださい。これにより、患者様の落下が防止されます。

警告：この下降機能を使⽤する際は、怪我のリスクが
ある為、スプレッダーバーが患者様に当たらないよう
に注意してください。
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ループスリングの用途
ループスリングの互換性
以下は、 Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトに適合する Arjoループスリングのリストです。 

スリングの用途 スリングのレイアウト

一般的な移乗

衛⽣管理

歩⾏訓練

ベッド上での体位変換

四肢

仰臥位姿勢での移乗
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スリングの選択
Maxi Sky 2 に装着されているスプレッダーバーが、どのスリングを患者の搬送に使⽤できるかを決定し
ます。以下のように、ほとんどのスリングは、サイズ別に異なる⾊の縁飾りまたは取付ストラップで⾊
分けされています。

• グレーまたはティール - XXS
• 白または茶⾊ - XS
• 赤⾊ - S
• ⻩⾊ - M
• 緑⾊ - L
• ⻘ - XL

全てのスリングが対象者の方々すべてのサイズに対応できるとは限らないことにご注意ください。多種
多様なスリングが各⽤途別にご利⽤いただけます。詳細情報については、最寄りの Arjo 代理店までお問
い合わせください。 Flites スリング（単一患者の複数回使⽤スリング）は、ほとんどのスリングモデル
でもご利⽤いただけます。 Arjo Flitesスリングを Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトと共に使⽤する
場合は、 Arjo Flitesスリング取扱説明書を参照してください。 

注記：必ず Arjo 製スリングだけを、 Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトに使⽤してください。
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スプレッダーバーの互換性
以下は、 Maxi Sky 2 シリーズの 天井⾛⾏リフトに適合するループスリングと共に使⽤できるすべての
Arjo スプレッダーバーのリストです。施設の評価に基づいて、他の組み合わせが適切である可能性はあ
ります。サイズおよび組み合わせは、臨床的な判断を⾏った上で選択してください。

スプレッダーバー Basic
モデルのみ 説明 ループスリングのサイズ

XXS XS S M L XL

700-05461-BOX


2-点式スプレッ
ダーバー 
Mサイズ 

  

 

700-19420

2-点式スプレッ
ダーバー 
Sサイズ

   

700-19415
700-19435（米国市場のみ）

 

700-19470
700-19465（米国市場のみ）

2-点式スプレッ
ダーバー 
Mサイズ

  

 

700-19430

4-点式スプレッ
ダーバー 
Lサイズ

   

700-05443


4-点式スプレッ
ダーバー 
Lサイズ



 

700-15695

ストレッチャー
フレーム  

700-19522

 ストレッチャー
フレーム  
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スプレッダーバーへのスリングの取り付け方法

スプレッダーバーからのスリングの取り外し

取付ループをフック上に配置します。
ループが正しい位置にあり、安全ラッチがフックを閉じて
いることを必ず確認してください。
すべてのループに対して同じ手順を繰り返します。

ラッチを開き、フックからループを取り除きます。
すべてのループに対して同じ手順を繰り返します。
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ループスリングを用いた患者移乗
ループスリングは多くのサイズでご利⽤いただけます。正しいサイズのスリングは、患者移乗中に患者
の肩部をしっかりと保持することができます。

患者様の位置決め

*ヒップループは、 THA6i モデルでのみご利⽤いただけます。

警告：スプレッダーバーが患者の近くにある場合、患者に当たるのを避けるため、必ず手で保持して
ください。怪我を引き起こす可能性があります。

警告：移乗経路にある障害物を必ず取り除いてください。怪我をする可能性があります。

警告：スリングが障害物に接触したり絡まったりしないことを必ず確認してください。怪我をする可
能性があります。

警告：本リフトを移動する前に、患者様に接触しないように十分なクリアランスを確保してください。
怪我をする可能性があります。

選択する特定のループスリングによって患者の体位が決
定されます。異なるループの組み合わせを使⽤して、半座
位姿勢から患者様を持ち上げ、移動することができます。

注記：多くのループがあるスリングにより、さらに多くの
移乗姿勢での移動が可能になります。

ループスリングは、患者様に装着した後に、3 通りの方法
で取り付けることができます。次ページに記載する 3 つの
方法のいずれにおいても、最初にスリングの各ショルダー
ループをスプレッダーバーの両側に接続する必要があり
ます。

 

  

 

  

 
3 1 1 

 
2 1 1 

 1 1 1 

 1 1 2 

3 
2 

1 

2 
1 

ループストラップの位置の
組み合わせによる本体位置

肩 肩

脚部

脚部 臀部*
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取り付け点

方法 1 - クロス

脚部が交差ストラップで閉じた状態

方法 2 - ハンモック

この方法は、ほとんどの一般的な移乗に推奨されます。

ブリッジ、脚部は閉じた状態

方法 3 - 個別取り付け

この方法は、脚切断患者のための快適な乗り心地を提供す
ることができます。 
これはまた、患者様の脚部それぞれにスリングストラップ
を取り付けることが困難な筋拘縮患者に有⽤な方法です。

脚部が非交差ストラップで閉じた状態

この方法は、脚部の外転状態を保つことができるため、排
泄介助および衛生管理がしやすい方法です。

E

注記：4-点式スプレッダーバーに対して、スリングスト
ラップは以下のように取り付ける必要があります。

E

A

B
D

ショルダー&臀部
ストラップ

ショルダー&
臀部スト
ラップ

レッグ
ストラップレッグ

ストラップ

B, DA, E

B, DA, E

警告：方法 2 錯乱患者様、好戦的な患者様または精神
障害がある患者様には、前方に落下して負傷する可能
性があるため、ふさわしくないかもしれません。

A, D B, E 警告：方法 3 上半⾝不随患者様の場合、スリングから
抜けてしまう可能性があるため、ふさわしくないかも
しれません。
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座位姿勢からの患者移乗
本取扱説明書に記述されているリフティング技術は、患者様の場所（たとえばベッド、椅子、車椅子な
ど）にかかわらず、座位の患者移乗に使⽤することができます。

本スリングをその底部が患者様の尾骨よりもわずか下に
なるように配置します。 MaxiSlide®または MaxiTube®を
使⽤して、本スリングの配置を簡単にサポートすることが
できます。

本スリングのヘッドレスト部は患者の頭部を背後から覆
うように支える様に取り付け、さらに、患者大腿部の下に
ある各脚部ストラップを、両大腿部の間からその内側から
引き出してください。

本リフトを患者様に近づけ、以下の徹底を図ります。
• スプレッダーバーが肩の⾼さか、そのすぐ下に
ある。

• スプレッダーバーが患者に十分に近い位置にあ
り、ショルダー部分ループに接続できる。

前ページに記載された 3 つの方法の一つを使⽤して、
ショルダーループを接続し、次いで脚部セクションを接
続します。
必要があれば、スプレッダーバーをさらに少し下降させ
ます。 

手元スイッチで患者を持上げます。スリングのヘッドサ
ポート部は、この時点で使⽤できます。

警告：スリングのループ部分が正しく取り付けられて
いること、および患者様の体重が徐々に支持につれて
その張力状態が維持されることを必ず確認してくださ
い。これにより、患者様の落下が防止されます。
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過剰な揺動を止め、さらなる安心感を与えるためにスプレッ
ダーバーを保持しながら、患者様の移乗を始めます。

患者様が移動先に到着したら、患者様を⽬的の位置に下降
させます。

必要であれば、患者を椅子に移乗させる際に、スリング背
面のハンドルを利⽤して患者様の位置を調整してくださ
い。ハンドルをしっかりと保持して、適正な座位姿勢に調
整してください。

患者様の体重が完全に保持されるようになったら、脚部
ループを取り外し、次にショルダーループを取り外します。
本リフトを患者様から遠ざけます。
患者様の背後からスリングを取り除きます。
MS2 装備充電システムに従ってバッテリーを充電します。

注意：手元スイッチのケーブルを引っ張ってレール上
で本リフトを移動させないでください。これはケーブ
ルの破損を招くとともに、最終的には手元スイッチの
不具合を引き起こす原因になります。 

警告：この下降機能を使⽤する際は、怪我のリスクがあ
る為、スプレッダーバーが患者様に当たらないように
注意してください。
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仰臥位姿勢からの患者移乗方法
本書に記述されているリフティング技術は、患者様の場所（たとえばベッド、床上またはストレッチャー）
にかかわらず臥位の患者様の移乗に使⽤することができます。

患者様を介助者の方向に横転させ、スリングを半分に折
りたたんでベッド上または床上に患者様の背部に沿って
配置し、その底部が患者様の脊髄底部と整列するように
します。

患者様を横転させてスリング上に配置し、次にわずかに
反対方向に横転させて、スリングの折りたたみ部を広げ
ます。

可能であれば、ベッドの頭部を背上げ機能を使ってわずか
に起こします。
Maxi Sky 2を直接患者の上に配置します。

前述の 3 つの方法の一つを使⽤して、ショルダーループを
接続し、次いで脚部セクションを接続します。

手元スイッチで患者を持上げます。

警告：患者様の落下を防止するため、ベッドのサイド
レールが取り付けられていることを必ず確認してくだ
さい。

警告：手元スイッチを使⽤して、スプレッダーバーが
患者様の体に当たらないように注意しながら下降させ
ます。怪我をする可能性があります。

警告：ループが正しく取り付けられていること、およ
び患者の体重が徐々に支持につれてその張力状態が維
持されることを必ず確認してください。これにより、
患者様の落下が防止されます。
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過剰な揺動を止め、さらなる安心感を与えるためにスプ
レッダーバーを保持しながら、患者様の移乗を始めます。

患者様を⽬的の位置に下降させます。

患者様の体重が完全に保持されるようになったら、スリン
グ接続部を取り外します。
本リフトを患者様から遠ざけます。
患者様の体の下からスリングを取り除きます。
MS2 装備充電システムに従ってバッテリーを充電します。

注意：手元スイッチのケーブルを引っ張ってレール上
で本リフトを移動させないでください。これはケーブ
ルの破損を招くとともに、最終的には手元スイッチの
不具合を引き起こす原因になります。 

警告：この下降機能を使⽤する際は、怪我のリスクがあ
る為、スプレッダーバーが患者様に当たらないように
注意してください。
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体位変換
完全にベッドに寝たきりの患者様は頻繁に体位変換をする必要があります。それらの患者様の一部で
は、体位変換スリングがシーツの下に継続的に配置することがあります。
ベッド上での移動

Maxi Sky 2を直接患者様の上に配置します。

できるだけ多くのループをスプレッダーバーに接続しま
す。必ずループが両方のフック上に力が均等に分散するよ
うにしてください。
患者様をできるだけ真っ直ぐな状態で持ち上げるために
必要なループ⻑を選択します。 

患者様の臀部が支持され、かつベッドで患者を上方に移動
することが可能になるまで、 Maxi Sky 2 を使⽤して患者様
を持ち上げます。必要であれば、MaxiTube®シーツを使⽤
します。

患者様を⽬的の位置に下降させます。

患者様の体重が完全に保持されるようになったら、すべて
のループ部分を取り外します。
本リフトを患者様から遠ざけます。
MS2 装備充電システムに従ってバッテリーを充電します。

警告：手元スイッチを使⽤して、スプレッダーバーが
患者様の体に当って怪我の原因にならないように注意
しながら、スプレッダーバーを患者に対して垂直また
は平⾏に下降させます。

注記：一部の患者様の場合、患者様の症状に応じて、
患者様の頭部を支持する必要があります。 

警告：下降機能を使⽤する際は、スプレッダーバーが患
者様に当たり、怪我をしないようにように注意してく
ださい。
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ベッド上での体位変換
Maxi Sky 2を直接患者の上に配置します。

できるだけ多くのループを体位変換スリングの一側から
スプレッダーバーに接続します。
必ずループが両方のフック上に力が均等に分散するよう
にしてください。
患者様をできるだけ真っ直ぐな状態で横転させるために
必要なループ⻑を選択します。 

患者様が適切な体位に横転するまでスプレッダーバーを
上昇させます。

スプレッダーバーを下降させてループ上にかかっている
張力を解除します。

すべてのループを取り外します。
本リフトを患者様から遠ざけます。
MS2 装備充電システムに従ってバッテリーを充電します。

警告：手元スイッチを使⽤して、スプレッダーバーが
患者様の体に当って怪我の原因にならないように注意
しながら、スプレッダーバーを患者に対して垂直また
は平⾏に下降させます。

警告：患者様の落下を防止するため、ベッドのサイド
レールが取り付けられていることを必ず確認してくだ
さい。

注記：患者様が横転して元の体位に戻るのを防ぎ、か
つ、楽な姿勢を取れるよう、枕などを使⽤してくだ
さい。

警告：下降機能を使⽤する際は、スプレッダーバーが患
者様に当たり、怪我をしないようにように注意してく
ださい。
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歩⾏訓練
Maxi Sky 2 シリーズの天井⾛⾏リフトを使⽤して、リハビリテーション訓練を受けている患者様をサポー
トすることができます。スリングをつけた状態で使⽤するため、転倒を防止することができます。

ウォーキングジャケットを患者様に装着します。

スプレッダーバーにループを接続できるよう、Maxi Sky 2
を患者様に近い位置に移動してください。

ループをスプレッダーバーに接続します。

すべてのループがしっかりと接続されていることを確認
して、患者様の体重が適切に支持されるようになるまでス
プレッダーバーを上昇させます。

歩⾏訓練が終了した時点で、患者様を下降させて座位姿勢
をとらせ、スリングを取り外します。
MS2 装備充電システムに従ってバッテリーを充電します。

警告：下降機能を使⽤する際は、スプレッダーバーが
患者様に当たり、怪我をしないようにように注意して
ください。

注記：患者はレール方向だけに移動することができ
ます。
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仰臥位姿勢での患者移乗方法
警告：Arjo ストレッチャースリングのみを使⽤してください。他のいかなるタイプのソフトストレッ
チャースリングもMaxi Sky 2とは使⽤しないでください。

注意：このソフトストレッチャーを Maxi Sky 2と共に使⽤する前に、ストレッチャーフレームがスト
ラップに正しく取り付けられていることを確認してください。

ストレッチャースリングの頭部部分を特定してください。
その頭部部分の端部に縫合されているラベルを探してく
ださい。
患者様を横転させることによってストレッチャースリン
グの位置決めします。本スリングの上部セクションが患者
頭部の下になっており、本スリングの上縁部が患者様の頭
上部と同じ位置になっていることを確認してください。

ストレッチャーフレームをできるだけ⾼く上昇させた状
態で、ストレッチャーフレームが患者の真上に位置するま
で本リフトを移動します。

ストレッチャーフレームを患者の上に注意深く下降させ、
患者の体に触れる直前で止め、フレームの中心を患者様の
おへそあたりに合わせます。

すべてのスリングループしっかりと接続します。

患者様がベッドからわずかに持ち上げられるにつれて、水
平が維持できるよう患者様の重心に合わせてフレームを
調整する必要があるかどうかを評価してください。
患者様をベッド上に一旦下降させ、必要に応じて調整しま
す。詳しくは、特定ストレッチャーの説明文を参照してく
ださい。
患者様を持ち上げ、ベッドから遠ざけます。

注記：患者様が側臥位に体位変換できない場合は、
MaxiSlideシーツを使⽤してスリングを装着します。

注記：フレームは左右対称であるため、いずれの側か
らでも使⽤できます。

警告：この下降機能を使⽤する際は、ストレッチャー
フレームが患者様に当たり、怪我をしないように注意
してください。

注記：取付ストラップにはいくつかの接続ループが付
いています。患者様が最も楽な体位で横たわれるよ
う、最適なループを選択してください。
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ストラップストレッチャーを使用した利用者様の持ち上げと移乗
Arjo ストラップストレッチャーを使⽤した利⽤者様の持ち上げと移乗方法については、ストラップスト
レッチャーの取扱説明書を参照してください。
肢サポート
上昇位置で患者の肢をサポートする必要がある場合、Maxi Sky 2 シリーズの天井⾛⾏リフトを使⽤して
⾏う事ができます。

過剰な揺動を止め、さらなる安心感を与えるためにスプ
レッダーバーを保持しながら、患者様の移乗を始めます。

患者様を⽬的の位置に下降させます。

患者様の体重が完全に保持されるようになったら、スリン
グ接続部を取り外します。

フレームを移動して患者から遠ざけます。
患者様の体の下からスリングを取り除きます。
MS2 装備充電システムに従ってバッテリーを充電します。

警告：落下の危険性を防止するため、肢をサポートする作業をしている間は RTC 機能または RTH 機
能を起動しないでください。

肢スリングを患者の肢の周りに装着します。 

注意：手元スイッチのケーブルを引っ張ってレール上
で本リフトを移動させないでください。これはケーブ
ルの破損を招くとともに、最終的には手元スイッチの
不具合を引き起こす原因になります。 

警告：この下降機能を使⽤する際は、ストレッチャー
フレームが患者様に当たり、怪我をしないように注意
してください。

警告：本スリングは、医療従事者が患者様の肢を検査
した後にのみ使⽤可能です。
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リフトはスプレッダーバーにループを接続できる様に患
者様に近い位置に移動してください。

ループをスプレッダーバーに接続します。

患者様の肢が希望の⾼さに来るまで、手元スイッチを使⽤
して患者様の肢を持ち上げます。患者様の肢を過剰に伸展
させないように注意してください。

患者様の肢を支持する必要がなくなったら、スプレッ
ダーバーを下降させ、リフトを片付け、スリングを取り外
します。 
MS2 装備充電システムに従ってバッテリーを充電します。

警告：下降機能を使⽤する際は、スプレッダーバーが患
者様に当たり、怪我をしないようにように注意してく
ださい。

警告：患者様の肢の怪我を避けるため、ループが正し
く取り付けられていること、および患者様の肢が徐
々に支持されるにつれてその張力状態が維持される
のを必ず確認してください。怪我をする可能性があ
ります。

警告：下降機能を使⽤する際は、スプレッダーバーが患
者様に当たり、怪我をしないようにように注意してく
ださい。



51

モルグストレッチャーの適用
スプレッダーバーの互換性
以下は、 Maxi Sky 2 シリーズの天井⾛⾏リフトに適合するすべての Arjo Quick-Connect モルグストレッ
チャーのリストです。
施設の評価に基づいて、他の組み合わせが適切である可能性があります。サイズおよび組み合わせは、臨
床的な判断を⾏った上で選択してください。

モルグストレッチャーの使⽤方法は付属の添付文書に記載されています。

スプレッダーバー 説明

モルグストレッチャー標準バンド

モルグストレッチャー大型バンド

700-05382 

700-05387 
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付属品の使用方法
居室・病室の評価
以下は、利⽤環境における付属品やリフトの配置に関して、様々な異なったアクセサリーを使⽤した一
般的な評価例です。

図 10

KWIKtrak™ 付属品

X-Y レールシステム
X-Y レールシステムは、本リフトを設定した領域内で、すべての方向に
移動して領域全体をカバーすることができます。
  

ゲート
ゲートは安全デバイスです。 X-Y レールシステムと固定式レールシス
テムとが整列されていない場合、その相互間のアクセスを遮断し、本リ
フトがレールから落下することを防止します。
  

エクスチェンジャー
エクスチェンジャーは、本リフトの⾛⾏経路を変更して、異なる部屋や
居室に向かうレールシステムに移動することができます。

  
Turntable付属品
Turntable 付属品は、⾛⾏経路を変更して複数方向へのレールに移動す
ることができます。

  
PPP（事前プログラム位置）
PPP は、レールのレイアウトに沿って、PPP 起動ステーションが設定
されている所定の位置に本リフトを⾃動に位置決めを⾏うことを可能
にする機能です。居室・病室の設定によって異なりますが、本レイアウ
ト上には複数の PPP 起動ステーションがあることもあります。
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X-Y レールシステムの使い方
本リフトの横方向への移動

本リフトの対向方向への移動
本リフトの Y- 軸方向への移動は、本リフトと横レールを同時に移動させます。これはスプレッダーバー
を Y-軸方向に押すか引くことで、横レールはスプレッダーバーに従って移動します。

ゲートの使用方法
X-Y システムを出る際

X-Y システムに入る

2-機能モデル：
本リフトの横方向（X 軸）への移動は、スプレッダーバーを押
すか引くことによって移動させます。
4-機能モデル：
本リフトの横方向（X 軸）への移動は、手元スイッチ上の 
ボタンまたは ボタンを使⽤して移動させます。

本リフトを X-軸方向に移動し、ゲートがその側部に取り付けら
れている横レールの先端部分に配置します。本リフトは⾃動的
に起動ステーションと接触します。

本リフトと横レール両方をともに Y軸方向に移動し、横レール
と対面のレールに位置を合わせます。この動作がゲートによっ
て検出されると、 2 つのレールは互いにロックされて、本リフ
トが通過できるようになります。

X-Y システムに対面しているレールから入る場合は、横レール
は所定位置に合わせてください。本リフトにゲートを通過させ
ます。

本リフトが解除ステーションを通過すると、ゲートは解除さ
れ、横レールは Y 軸方向に移動することが可能になります。 

注記：横レールはロック状態になります。ロックを解除す
るには、「X-Y システムに入る」セクションを参照してくだ
さい。
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エクスチェンジャーの使用方法
エクスチェンジャーが既に適切な経路に設定されている場合、本リフトを起動ステーションで停止させ
ることなくリフトの移動を継続してエクスチェンジャーを通過させることができます。
エクスチェンジャーが適切な経路に設定されていない場合、以下に記載するとおり続⾏します。
進⾏経路の変更

クイックリリース

本リフトをエクスチェンジャーの横にある起動ステーション
に移動します。本リフトをレール上の マーク間に配置し
ます。

エクスチェンジャーが本リフトを検出すると、短いビープ音で
検出を確認し、進⾏経路を変更します。

エクスチェンジャーが完全に停止するまで待機すると、本リフ
トはエクスチェンジャーを通過して移動することができます。

エクスチェンジャーが⾃動的に作動できない場合、または緊
急事態が発生している場合、エクスチェンジャーの下にある
クイックリリースを使⽤し、そのプレートを手でスライドし
て進⾏経路を変更する事ができます。

警告：挟まれ事故を防止するため、プレートのスライド経
路に手や指を入れないように注意してください。

警告：本製品の落下を防止するため、本リフトがエクスチェ
ンジャー内にある場合にはクイックリリースを起動しない
でください。
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Turntable付属品の使用方法

クイックリリース

PPP の使用方法

PPP を使⽤することにより、本リフトは、レール上の設定されたステーション（位置）を検出すること
ができます。

コマンドは、手元スイッチ上の任意のボタンを押すか、またはスプレッダーバーに重量を追加すること
によって、いつでも取り消すことができます。

本リフトをTurntable付属品内の起動ステーションに移動します。

Turntable付属品が本リフトを検出すると、ビープ音を発し、他
のレール経路と整列するように回転を始めます。

Turntable 付属品が完全に停止するまで待機すると、リフトは
Turntable付属品から出ることができるようになります。

Turntable 付属品が⾃動的に作動できない場合、または緊急事
態が発生している場合、 Turntable 付属品の下にあるクイック
リリースを使⽤し、そのプレートを手でスライドして進⾏経路
を変更することができます。 

警告：本リフトに患者を乗せているときは、 PPP 機能を使⽤しないでください。怪我をする可能性が
あります。

本製品を 特定の PPP ステーションに移動させるには、本リフ
トを移動させようとしている希望の PPP コンタクトステーショ
ンに対応する必要回数だけ  ボタンを押し、その PPP ステー
ション方向に  ボタンまたは  ボタンを押します。 LED が
緑に点灯してコマンドの受信を確認し、表⽰部では「PPP」イ
ンジケータが点滅します。
本リフトはスプレッダーバーを上昇させて、押されたボタンの
方向に移動を開始し、  ボタンが押された回数と同じ数のス
テーションを通過し、最後のステーションで停止します。

警告：本リフトに患者を乗せている場合に PPP が機能しないようにする、本リフト内の体重検出器が
検出できるのは、最小負荷 20 kg  以上です。体重が 20 kg 以下の患者を移乗する際は、手元スイッチ
の操作に特別な注意を払う必要があります。

注記：PPP は 4方向 -機能リフトモデルのみご利⽤いただけます。 PPP は、工場出荷時に「無効」に設定
されているプログラム可能な機能であり、有資格技術者だけが起動することができます。「カスタマイズ」
セクションを参照してください。

警告：プレートのスライド経路に手や指を入れないように
注意してください。
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保守・点検とメンテナンス
洗浄

リフトと付属品の洗浄

以下に挙げられた場所に特に注意を払ってください。汚れや微生物が含まれている可能性が最も⾼い
です。

 

注記：本リフトとその付属品は、各患者の使⽤後に洗浄することを推奨します。

注記：緊急コードを徹底的に洗浄および消毒してください。リフトの電源が入っていることを確認し
ます。

注意：トロリーホイールの良好な接地面を確保するため、レールの内部を 4 ヶ月に 1 度は清掃してく
ださい。この清掃は、湿らせた布を開口部に挿入し、レールの端から端までスライドさせることで⾏
えます。

注意：本製品を水浸しにしないでください。電気部品を損傷させ、内部の腐食を引き起こす可能性が
あります。熱風乾燥器を使⽤してリフトまたは機器を乾燥する場合は、その温度が 80°C を超えない
で下さい。メタノールベースの溶剤や仕上げやプラスチック部品を破損する恐れがある他の溶剤を使
⽤しないでください。

警告：目と皮膚の怪我を防ぐために、保護用めがねと手袋を必ず装着してください。万一目に入った
場合、⼤量の水で洗い流してください。目や皮膚が炎症を起こしてい
る場合、医師にご相談ください。洗浄液の取扱説明書と製品安全デー
タシートを必ずお読みください。

 •   水に浸した布を使⽤して、リフトと付属品の
上から下まで残留物を取り除きます 

 •   温水と洗浄液で湿らせた布を使⽤してくだ
さい。

 •   すべての残留物を除去しながら、装置を上
から下に拭いてください。

 •   きれいな水で湿らせた清潔な布を使⽤して、
すべての洗浄液をふきとります。

 •   乾いた布できれいに拭き取ってください。

 
 

コントローラーの
背面とハンドル

ハンドコン
トローラー
の端

ラッチ

スプレッダーバーとスト
ラップの結合部

フレームとスプレッダー
バーカバー

緊急コード

ストラップ
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消毒
Maxi Sky 2と付属品は、互換性のある下記の消毒剤のいずれかを含む溶液で拭いてください。 
消毒方法は、医療施設または使⽤国に応じた地域または国のガイドライン（医療機器の除染）に準拠する
必要があります。 
ご不明な点は、地域の感染管理担当者にご相談ください。

*   WCSコネクタの⾦属部分は、漂白剤と過酸化水素に繰り返しさらされると腐食する場合があります。
** ハンドセット、WCSおよび PDPSケーブルが漂白剤または過酸化水素に繰り返し接触すると、汚れが付着する
可能性があります。

注記：本リフトとその付属品は、消毒前に洗浄することを推奨します。

注記：緊急コードを洗浄および /または消毒した後、リフトの電源が「オン」であることを確認します。

リフトと付属品の
消毒剤 

消毒液
     第四級アンモニウム                         ≤ 0.21% (2,100 ppm) 

     イソプロピルアルコール                  ≤ 70%

     フェノール                                        ≤ 1.56% (15,600 ppm)

      次亜塩素酸ナトリウム（漂白剤）   ≤ 1% (10,000 ppm)

     過酢酸                                               ≤ 0.25% (2,500 ppm)

     過酸化水素                                        ≤ 1.5%
ベーシック天井⾛⾏リフトモデルおよび Maxi Sky 2 天井⾛⾏リフトモデル
（ウーブンナイロン製ストラップ）      

√ √ √

Maxi Sky 2 感染管理モデル
（非多孔性ストラップ）      

√ √ √ √ √ √

他の付属品      

√ √ √ √ √ √

**

**

*
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付属品の消毒剤 

消毒液
     第四級アンモニウム                         ≤ 0.21% (2,100 ppm) 
     イソプロピルアルコール                  ≤ 70%
     フェノール                                        ≤ 1.56% (15,600 ppm)
    次亜塩素酸ナトリウム（漂白剤）     ≤ 1% (10,000 ppm)
     過酢酸                                               ≤ 0.25% (2,500 ppm)
     過酸化水素                                        ≤ 1.5%

2点式スプレッダーバーMサイズ (700-05461-BOX)および4点式スプレッダーバー (700-05443)      

√ √ √

ストレッチャーフレーム (700-19522)およびモルグストレッチャー（700.05380、
700.05385、 700-05382および 700-05387）      

√ √ √

手動オープン DPS (700-19340-BOX)      

√ √ √ √

2点式プレッダーバー Mサイズ（700-19415、 700-19435 [米国市場のみ ]）      

√* √* √* √ √ √

2点式スプレッダーバー Sサイズ (700-19420)& 
2点式 ICスプレッダーバー Mサイズ（700-19470、 700-19465 [ 米国市場のみ ]）      

√ √ √ √ √ √

4点式プレッダーバー (700-19430)およびストレッチャーフレーム (700-15695)      

√ √ √ √ √ √

手動フラット DPS（700-19475および 700-19200）      

√ √ √ √ √ √

手動オープン DPS (700-19480)      

√ √ √ √ √ √

Mサイズ PDPS (700-19350)および Lサイズ PDPS (700-19355)      

√ √ √ √ √ √

* この特定の モデルのカバーはパッド付きビニールまたはプラスチックの場合があります。ビニールの場合、これら
の消毒剤は使⽤しないでください。
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取り扱い、運搬および保管 
リフトの輸送時は激しい衝撃を避けてください。
本リフトは、バッテリーの充電を⾏うことなく⻑
期間にわたって保管しないでください。 
Maxi Sky 2を保管または出荷する場合は、その前
に電源がオフ（緑のライトなし）になっているこ
とを確認してください。
バッテリーの交換
Arjo の Maxi Sky 2 シリーズ 天井⾛⾏リフトには
密閉形鉛蓄電池が使⽤されています。Arjo バッテ
リーではメモリー効果が発生しないため、再充電
前にバッテリーを完全に放電させる必要はあり
ません。 
バッテリーの交換は、１回の充電で移乗回数が
顕著に減少した時点で⾏ってください。
Maxi Sky 2からビープ音が聞こえ、赤ランプが点
滅しているのに気づいたら、本取扱説明書の「ト
ラブルシューティング」セクションを参照し、
バッテリーの問題かどうか判断してください。
バッテリーを交換する場合は、必ず最寄りのArjo
代理店までご連絡ください。

年次点検
Maxi Sky 2および付属品は、最小限の要件として
12 ヶ月ごとに点検・整備してください。有資格担
当者以外は点検作業を⾏わないでください。
ストラップの点検
ストラップが損傷している場合や、磨耗または変
⾊の兆候が現れている場合、ストラップ破断前の
安全耐荷重が急速に低下する可能性があるので、
患者または介助者にとってとても危険です。Arjo
は以下の通り、4 ヶ月に 1 度の点検・検査を推奨
します。

• ストラップを完全に巻き戻します。
• 図 11に⽰すとおり、摩耗または変⾊の兆
候の有無を確認してください。

図 11

メンテナンス要件
Maxi Sky 2 シリーズの天井⾛⾏リフトには、保守・
点検が必要であることを使⽤者に知らせる保守モ
ニターが装備されています。本画面は、「保守が必
要」記号を表⽰してユーザーの注意を引き、保守関
連のメッセージが画面上に表⽰されます。定期的に
点検を⾏なうことは、部品の耐久性および患者や使
⽤者の安全を確保します。
メンテナンス計画
本製品は損傷しやすいので、当初の製造基準を保
つため、以下の保守手順を指定時に⾏う必要があ
ります。 

注意：Arjo から支給されていないバッテリーを
使⽤しないでください。バッテリーは、 Arjo充
電システムに合わせて特別設計されています。
認定されていないバッテリーの使⽤を試みる
と、リフトおよび /または充電器を著しく破損
する可能性があります。

警告：上記のような摩耗の兆候、あるいは他の
視認できる⽋陥がある場合、ストラップは有資
格担当者が点検し、必要であれば交換する必要
があります。Arjoは、以下の通り、どちらか早
い方ならびにモデルに応じてストラップを交
換することを推奨します。

•     織ナイロンストラップ - 2 年または 
5000 サイクルごと

•     非多孔性ストラップ - 2年または
5,000サイクルごと

損傷したストラップを交換せずにリフトを継
続使⽤すると、介助者または患者の安全性が大
幅に損なわれます。

警告：以下のチェツクリストに記載のメンテナ
ンスは、メーカーが推奨する最低限度です。一
部の地域では、より頻繁に点検を⾏う必要があ
ります。定期的に検査することなく、あるいは
不具合が⾒つかりながら本製品を使⽤し続け
ると、使⽤者および患者の安全を著しく危険に
さらすことになります。地方⾃治体の条例およ
び基準は、製造メーカーの基準よりもさらに厳
しい場合があります。耐荷重負荷テストは、
12 ヶ月ごとに全システムで⾏う必要がありま
す。サービスおよび予防保全は、Arjo 販売代理
店で手配することができます。この取扱説明書
で規定されているメンテナンスを⾏うことで、
事故を防止するとともに、修理コストを低減さ
せることができます。

警告：安全性に関する保守および認定サービス
は、Arjoによるメンテナンスサービス手順の十分
な訓練を受け、適正な工具と、部品リストおよ
びサービス取扱説明書を含む適正な文書を備え
た有資格者が⾏う必要があります。これらの要
件が満たされない場合は、人⾝事故および /また
は危険な製品の状態になる可能性があります。

警告：リフトを患者様に使⽤している間は、保
守または修理は絶対に⾏わないでください。

中央部の摩耗

縁の摩耗（ほころび )

顕著な変⾊（ストラッ
プ部分が縫合部よりも
薄く⾊あせている） 

縫合部の糸のほつれ 
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本リフトの点検 

頻度
2年に１回、または 5000サイクルごと
年 1回または 2500サイクルごと
4 ヶ月 または 1000 サイクルごと

毎回の使用前
初期 

ユーザー点検     

外部損傷の形跡、⽋損部品または破損パネルを点検する。 √ √

ストラップの磨耗、変⾊、コーティングのはく離、糸のほつれを点検する。 √ √

バッテリーを再充電する。 √ √

緊急停止機能を確認する。 √

緊急コード（紐）に損傷がないことを確認する。 √

緊急下降の機能を検証する。 √

有資格認定サービス担当者による点検     

織ナイロンストラップを交換する。 √

非多孔性ストラップを交換する。 √

フレーム部品のインターロックおよび⾦具類に異常がないか点検し、部品の⽋損が
ないことを確認する。

√

レール内のホイールを点検して、損傷、錆やまたは⻲裂がないことを確認する。破
損している場合は交換する。

√

ギアが摩耗していないか点検し、必要に応じて注油する。 √

接続部を点検して、適切に取り付けられていることを確認する（本体とスプレッ
ダーバー）。

√

緊急ブレーキのラッチが⾃由に開閉することを確認する。 √

緊急下降装置に異常がないことを確認する。 √

リフトの補助⽤上昇・下降ボタンを検証する。 √

SWL（安全耐荷重）による荷重テスト。 √

ECS および互換ゲートシステムを装備したモデルの場合： ECS の部品を清掃します。 √
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付属品の点検

頻度

2年に１回、または 5000サイクルごと
年 1回または 2500サイクルごと
4 ヶ月 または 1000 サイクルごと

毎回の使用前
初期 

ユーザー点検     

すべてのスリング部品（付属品、布、縫い⽬部およびストラップ）を点検し、
摩耗、変⾊、劣化 または糸のほつれの兆候がないことを確認する。 √

タグに表⽰されている指⽰に従ってスリングを洗浄。 必要時

スプレッダーバーの損傷や⻲裂を点検する。必ずすべての取付具を適正に固定する。 √ √

レールの点検

頻度

2年に１回、または 5000サイクルごと
年 1回または 2500サイクルごと
4 ヶ月 または 1000 サイクルごと

毎回の使用前
初期 

ユーザー点検     

ホイール接触面に蓄積した埃を取り除くためレールの内部を掃除する。 √ √

湿らせた布で充電ステーションの接点を掃除する。 √
エンドストッパー、充電ステーション、レールキャップが所定の位置に取り付けら
れていることを確認してください。 √ √

有資格認定サービス担当者による点検     

軌道を通ってエッジウェイを通過するもの（ボルトエンドストッパー）を除く 
20 Nm (15 lbf ft) までのトルクエンドストッパー。 √ √

ブラケットロック装置が露出されていないことを確認する。 √ √
レール接合部が閉状態であること、およびスプリングピンが中央にあることを確認
する。 √ √

無負荷時にレールが水平であることを確認する。 √ √

リフトの調整済み耐荷重設定が取付時の定格荷重以下であることを確認する。 √ √
付属品（X-Y システム、ゲート、エクスチェンジャー、Turntableモジュールおよび 
PPP）が正しく保守されていることを確認する。 √ √

取付部（天井ブラケット、壁柱、壁ブラケット）の変位、損傷、外れがないことを
確認する。 √ √

トラックエンドストッパーを点検する。⾦具類を点検し（必要に応じて）締め付ける。 √

SWL（安全耐荷重）による荷重テスト。 √
ECS および互換ゲートシステムを装備したモデルの場合： 接触ストリップを清掃し
ます。 √

注記：思い通りに製品が機能しない場合、直ぐに地域の Arjo代理店へ連絡してサポートを依頼してく
ださい。

警告：落下の危険性を防止するため、使⽤前には毎回必ず、すべてのエンドストッパーが所定位置に
あることを確認してください。



62

トラブルシューティング
想定される問題 チェック事項
電源をオンにしても、 LED が点灯
しないで、表⽰部には何も表⽰さ
れない。

• 本製品を充電ステーションに移動させてください。
• 本製品が充電されない場合は、最寄りの Arjo 代理店に保守
サービスをご依頼ください。

LED が赤で表⽰部には何も表⽰さ
れない。

• 本体が「スリープモード」に入っている可能性があります。手元ス
イッチ上のボタンを押し、表⽰部に何か表⽰されるかどうかチェッ
クする。

• 問題が解決しない場合は、最寄りの Arjo 代理店に保守サービスをご
依頼ください。

LED が緑で表⽰部には何も表⽰さ
れない。

• 本体が「スリープモード」に入っている可能性があります。手元ス
イッチ上のボタンを押し、表⽰部に何か表⽰されるかどうかチェッ
クする。

• 問題が解決しない場合は、最寄りの Arjo 代理店に保守サービスをご
依頼ください。

スリープモードの後に保守コード
が表⽰される。

• 本製品は使⽤できますが、できるだけ早く Arjo の有資格担当者が保
守を⾏わなくてはなりません。

アイコンが表⽰部に表⽰され点
滅する。

• 使⽤されているモーターがデューティサイクルに達しています。左
右モーター、昇降モーターまたは座位モーターのいずれかに問題が
ある可能性があります。「triangle-exclamation point」記号の表⽰が
消えてから、モーターを再び使⽤してください。 

LED が全く点灯しない。表⽰は問題
ない。

• LED が有効の場合は、「customize」メニューをチェックしてください。
• LED が有効なのに依然として点灯しない場合は、最寄りの Arjo 代理
店に保守サービスをご依頼ください。

リフトが使⽤中にビープ音を発す
る。本体は持ち上げ動作ができない
が、下降させることは依然として可
能である。

• 低バッテリー残量状態です（低バッテリー残量を⽰す表⽰があるか確
認してください）。本リフトを充電ステーションに戻してください。

バッテリーレベルは満充電ではな
いのに、ユニットが充電器に接続さ
れているとき、または充電器が
WCS コネクタに接続されていると
きに、 LED が緑に点滅しない。

• 充電器のプラグが標準コンセントに差し込まれていることを確認
し、コンセントに電力が供給されていることを確認してください。充
電ステーションが機能している場合は、緑のランプが点灯します。

• 2 枚のブレード（接触部分）が充電ステーションに正しく接触して
いるかどうかチェックしてください。 

• 必要があれば、中性洗剤でリフトの接触ブレードおよび / または充電
ステーションの接触板の汚れを落としてください。

• 問題が解決しない場合は、最寄りの Arjo 代理店に保守サービスをご
依頼ください。

• MS2 WCS：WCSコネクタに損傷または汚れ /腐食がないか確認して
ください。

• 充電器が標準のコンセントに接続されているかどうか、コンセント
に電力が供給されているかどうか、および 2.5DC コネクタに電力が
供給されているかどうかを確認します。

RTC ボタンを 3 秒間押しても RTC
が作動しない。

• スプレッダーバーが⾼さの上限に近すぎないか確認してください。
スプレッダーバーを 15 cm（6 インチ）下げ、RTC ボタンを 3 秒間
押します。

• RTC 機能が有効かどうか確認してください（「カスタマイズ」セク
ションを参照）。

• ユニットの電源を切り、電源を入れ直します。ディスプレイに日付の
入力を求められた場合は、リアルタイムクロックバッテリーに問題
がある可能性があります。最寄りの Arjo 代理店にお問い合わせくだ
さい。

RTC は上限またはそれ以前で停
止する。 ユニットからビープ音
が鳴る。
（ディスプレイに誤動作コード
またはシンボルが表⽰されてい
ない）。

• スプレッダーバーが⾼さの上限に近すぎないか確認してくだ
さい。 スプレッダーバーを 15 cm（6 インチ）下げ、 RTC ボ
タンを 3 秒間押します。

• パラメータを「Auto」に設定した場合、  または  ボタン
を⽤いて本製品を充電ステーションに移動させてください。リ
フトの充電が始まったら、リフトを充電ステーションから外
し、再び RTC 機能をテストしてください。注記：リフトの電
源をオフにすると、リフトは充電ステーションの位置を忘れて
しまいます。この場合、上記の手順を繰り返して本製品に充電
ステーションの位置を再設定してください。

• ディスプレイに誤動作コードが表⽰されていない場合は、
「up」を押してストラップを（スプレッダーバーの重量のみ
で）上限まで巻き上げます。

• 問題が解決されない場合は、最寄りの Arjo 代理店までご連絡
ください。
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想定される問題 チェック事項
リフトを充電に復帰させると、
リフトが充電ステーションを通
過してしまう。

• 充電ステーションのプラグが標準コンセントに差し込まれて
いることをチェックし、コンセントに電力が供給されているこ
とを確認してください。充電ステーションが機能している場合
は、緑のランプが点灯します（「充電システム」セクションを
参照）。

• 中性洗剤で充電ステーションのブレードの汚れを落としてく
ださい。 

• 本リフトの接触ブレードの汚れと形状をチェックしてください。
• リフトを手で押して充電ステーションを通過させ、リフトが充
電するかどうか観察し、再度、 RTC 機能を試してください。

• 問題が解決しない場合は、最寄りの Arjo 代理店に保守サービ
スをご依頼ください。

わずか数回（3 〜 5 回）の患者
移乗後にバッテリーが容量が下
がってしまう。

• 本リフトを最低 8 時間充電ステーションで充電してください。 
• リフトが充電ステーションを検出しない場合は、以下の措置
を取ってください： 
• 充電ステーションのプラグが標準コンセントに差し込まれ
ていることをチェックし、コンセントに電力が供給されて
いることを確認してください。充電ステーションが機能し
ている場合は、緑のランプが点灯します（「充電システム」
セクションを参照）。

• 接触ブレードが充電ステーションと適切に接触しているか
どうかチェックしてください。必要があれば、本製品のブ
レードおよび / または充電ステーションの接触板の汚れを
落としてください。問題が解決しない場合は、最寄りの
Arjo 代理店に保守サービスをご依頼ください。

• MS2 WCS：WCSコネクタに損傷または汚れ /腐食がない
か確認してください。

• 充電器が標準のコンセントに接続されているかどうか、コ
ンセントに電力が供給されているかどうか、および 2.5DC
コネクタに電力が供給されているかどうかを確認します。

ディスプレーはバッテリー充電
状態を⽰すが、患者の移乗を試み
るとリフトが停止してしまう。

• 最寄りの Arjo 代理店にご連絡の上、そのバッテリーの交換を
ご依頼ください。

手元スイッチのボタンを押して
もリフトが作動しない。

• 緊急停止機能が起動されている場合、電源投入スイッチをゆっ
くりと押し上げて本製品の電源をオンにしてください。

• 本リフトの補助⽤上昇 / 下降ボタン（表⽰部の近くにありま
す）が動作しているかどうかチェックしてください。機能して
いる場合は、手元スイッチに問題がある可能性があります。

• 最寄りの Arjo 代理店にご連絡の上、その手元スイッチの交換
をご依頼ください。

手元スイッチの上昇ボタンだけ
が動作しない。

• ストラップが完全にリフト内に収納されているか確認してく
ださい。

• 吊り上げ中にストラップがねじられていないか、折られたりし
ていないかどうかを確認します。ボタンを押し、ストラップを
ほどき、または広げて、ストラップの⾓度仕様に従い、アップ
機能を有効にします。

• ディスプレーに誤動作コード（「表⽰記号」セクションを参
照）を⽰す場合は、最寄りの Arjo 代理店までご連絡ください。

• 本リフトの補助⽤上昇ボタン（表⽰部の近くにあります）が動
作しているかどうかチェックしてください。機能している場合
は、手元スイッチに問題がある可能性があります。 

• 最寄りの Arjo 代理店にご連絡の上、その手元スイッチの交換
をご依頼ください。

手元スイッチの下降ボタンだけ
が動作しない。

• ストラップが完全にリフト本体の外に最大⻑下がっているか
どうか確認してください。

• 1.5 kg を超える重量がリフティングストラップにかかってい
るかかどうかチェックしてください。本リフトは作動するため
に最低張力を必要とします。

• 本製品が誤動作コードを表⽰している場合は、最寄りのArjo 代
理店までご連絡ください。

• 本リフトの補助⽤下降ボタン（表⽰部の近くにあります）が動
作しているかどうかチェックしてください。機能している場合
は、手元スイッチに問題がある可能性があります。 

• 最寄りの Arjo 代理店にご連絡の上、その手元スイッチの交換
をご依頼ください。

手元スイッチをスプレッダー
バーに掛けると RTC 機能が停
止してしまう。

• 本リフトは重量の変動を検出して RTC/RTH 機能を取り消し
ます。

• RTC/RTH 機能を起動する前に手元スイッチを掛けてください。
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想定される問題 チェック事項
充電ステーションでリフトを 24
時間継続充電した後でも、LEDが
依然として緑に点滅している。

• バッテリーが充電できないか、または充電ステーションもしく
はWCSコネクタに不具合がある可能性があります。 

• 最寄りの Arjo 代理店にご連絡の上、そのバッテリーの交換ま
たは充電ステーションの保守をご依頼ください。

ECS：低バッテリー残量状態で
リフトを起動した後に 15 分経
過しても、リフトの緑 LED が点
滅しない。

• 壁充電器が標準コンセントに接続されているかどうかチェッ
クしてください。

• 壁充電器コンセントに電気が来ているかどうかチェックして
ください。

• 本充電器が、固定トラック上の ECS ケーブルに接続されてい
るかどうかチェックしてください。

• 使⽤されているすべてのエクステンションが正しく接続され
ているかどうかチェックしてください。

• トラックの両側に沿って中断された接触ストリップがあるか
どうかチェックしてください。

• トラックセクションの接触ストリップに電源が供給されてい
るかどうかをチェックします。

• 上記すべてのチェックが OK でも、緑の LED が依然として点
滅しない場合、最寄りの Arjo 代理店までご連絡ください。

ECS：8 時間の継続充電後、
ECS記号が依然として表⽰さ
れ、緑の LED も依然として点
滅している。

• 手元スイッチ上のボタンを押して、LCDディスプレイをオンに
します。このときバッテリーアイコンは満充電になるはずで
す。そうならない場合、バッテリーが充電を受け付けていない
か、または ECSシステムに不具合がある可能性があります。 

• 最寄りの Arjo 代理店にご連絡の上、そのバッテリーの交換ま
たは ECSシステムの保守をご依頼ください。

ECS：バッテリーの充電シーケ
ンスが完了したのに、バッテ
リーアイコンは満充電状態では
ない。

充電シーケンス中に次の状態が発生した場合（ECS アイコンが液晶
画面に表⽰される）：

• 本リフトは、接触ストリップに電源が供給されていないトラッ
クセクションに移動しました： リフトをトラックの動力付きセ
クションに戻し、充電を再開します。

• 接触ストリップの電源が切れた、または電圧不足：ECS のす
べてのコンポーネントをチェックし、 ECS 充電能力を回復さ
せる必要がある場合は、修理 / 交換を⾏ってください。

注記：充電シーケンスが開始され、液晶表⽰部に ECS アイコンが表
⽰されると、停電により充電が中断されてもアイコンは消えません。

患者様の体重が68 kgを超える場
合、ストラップは上限に達しま
せん。

• 患者様を持ち上げる際に、ストラップがねじられたり折られた
りしていないことを確認してください。

• ディスプレイに不具合コードが表⽰されていない場合：
• 「up」を押してストラップをスプレッダーバーの重量のみ
で上限まで巻き上げます。

• 問題が解決されない場合は、最寄りの Arjo 代理店までご連絡
ください。

ゲート：X&Y システムを終了し
ようとしても、ゲートが作動し
ない。

• リフトを起動ステーションから引いて離し、起動ステーション
の下に戻すと、ゲートが起動します。

• 問題が解決されない場合は、最寄りの Arjo 代理店までご連絡く
ださい。

Maxi Sky 2 IC専⽤。
ストラップが緩むとトランス
ミッションで雑音が聞こえる。

LCDディスプレイに保守コードがあるかどうか確認します。
• ない場合、それは非多孔性ストラップが生成される通常の
音です。 

• ある場合は、最寄りの Arjo 代理店までご連絡ください。
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技術仕様
製品寸法
Maxi Sky 2

ループスリングスプレッダーバー（ベーシック天井⾛⾏リフトモデルのみ）

700-05461 700-05443

Arjoループスリングを使⽤して転送を実⾏するた
めに使⽤される 2点式スプレッダーバー。 Arjoク
レビスピン取り付けシステムでの使⽤を前提とし

て設計されています。

肥満者⽤に設計された 4点式スプレッダーバー。 Arjo
ループスリングを使⽤して転送を実⾏するために使⽤
されます。 Arjoクレビスピン取り付けシステムでの使

⽤を前提として設計されています。

1.5 kg

mm in

6 kg

mm in

A 206 8 1/8 A 244 9 5/8

B 628 24 3/4 B 709 27 7/48

C 45 1 3/4 C 692 27 1/4

700-19522 700.05380 & 700.05385

仰臥位転送に使⽤されるストレッチャーフレー
ム。 Arjoクレビスピン取り付けシステムでの使⽤

を前提として設計されています。

仰臥位転送に使⽤される遺モルグストレッチャー。
Arjoクレビスピン取り付けシステムでの使⽤を前提と

して設計されています。

10 kg

mm in

8.9 kg

mm in

A 282 11 1/8 A 1525 60

B 1443 56 B 265 10 1/2

C 635 25
スタンダー
ドベルト

⻑ベルト

1195/1450
1830/1195

47/57
72/47

2,5°
max.

2,5°
max. 15°

max.
15°
max.

2,5º 
最⼤

2,5º 
最⼤

15º 
最⼤

15º 
最⼤
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体重計 
                             ベーシック天井⾛⾏リフトモデル                  Maxi Sky 2 天井⾛⾏リフトおよび 
                                                                                                                    感染管理モデル         

ループスリングスプレッダーバー 

700-19420 700-19415（700-19435、米国市場のみ）または 
700-19470（700-19465、米国市場のみ）

Arjoループスリングを使⽤して転送を実⾏する
ために使⽤される 2点式スプレッダーバー。

Arjo Quick-Connectシステムでの使⽤を前提と
して設計されています。

Arjoループスリングを使⽤して転送を実⾏するため
に使⽤される 2点式スプレッダーバー。

Arjo Quick-Connectシステムでの使⽤を前提として
設計されています。

2.5 kg

mm in

1.5 kg

mm in

A 187 7 3/8 A 206 8 1/8

B 474 18 11/16 B 628 24 3/4

C 57 2 1/4 C 45 1 3/4

700-19430 700-15695

Arjoループスリングを使⽤して転送を実⾏する
ために使⽤される 4点式スプレッダーバー。

Arjo Quick-Connectシステムでの使⽤を前提と
して設計されています。

仰臥位転送に使⽤されるストレッチャーフレーム。
Arjo Quick-Connectシステムでの使⽤を前提として

設計されています。

4.4 kg

mm in

10 kg

mm in

A 200 7 7/8 A 282 11 1/8

B 650 25 9/16 B 1443 56

C 254 10 C 635 25

 

33 mm
EXT.

27 mm
INT.

128 mm

型式 700-19485 700-19490

型式 規格 クラス III

重量 0.7 kg

185 mm

125mm

型式 700-00511 700-00531

型式 規格 クラス III

重量 0.7 kg
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DPS スプレッダーバー 

700-19475
（ベーシック天井⾛⾏リフトモデルには対応しない）

700-19350
（ベーシック天井⾛⾏リフトモデルには

対応しない）
Arjoクリップスリングを使⽤したさまざまな位置か
らの転送に使⽤される 4点式キャリーバー。

Arjo Quick-Connectシステムでの使⽤を前提として
設計されています。

Arjoクリップスリングを使⽤して患者様を座位
から横臥位に持ち上げるのに使⽤する 4点式パ
ワーキャリーバー。 Arjo Quick-Connectシステ
ムでの使⽤を前提として設計されています。

3.4 kg

mm in

7.9 kg

mm in

A 194 7 5/8 A 610 24

B 552 21 11/16 B 620 24 3/8

C 638 25 3/16 C 547 21 1/2

700-19480
（ベーシック天井⾛⾏リフトモデルには対応しない）

700-19355
（ベーシック天井⾛⾏リフトモデルには

対応しない）
Arjoクリップスリングを使⽤して患者様を座位から横
臥位に持ち上げるのに使⽤する 4点式キャリーバー。
Arjo Quick-Connectシステムでの使⽤を前提として設

計されています。

Arjoクリップスリングを使⽤して患者様を座位
から横臥位に持ち上げるのに使⽤する 4点式パ
ワーキャリーバー。 Arjo Quick-Connectシステ
ムでの使⽤を前提として設計されています。

5.7 kg

mm in

8.4 kg

mm in

A 604 23 3/4 A 610 24

B 582 22 15/16 B 700 27 1/2

C 503 19 C 547 21 1/2

700-19340
（ベーシック天井⾛⾏リフトモデルのみ）

700-19200
（ベーシック天井⾛⾏リフトモデルのみ）

Arjoクリップスリングを使⽤して患者様を座位から横
臥位に持ち上げるのに使⽤する 4点式キャリーバー。
Arjoクレビスピン取り付けシステムでの使⽤を前提と

して設計されています。

Arjoクリップスリングを使⽤したさまざまな位
置からの転送に使⽤される 4点式キャリーバー。
Arjoクレビスピン取り付けシステムでの使⽤を

前提として設計されています。

5.7 kg

mm in

8.4 kg

mm in

A 604 23 3/4 A 194 7 5/8

B 582 22 15/16 B 552 21 11/16

C 503 19 C 638 25 3/16
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モルグストレッチャー

Maxi Sky 2 ポータブル型
トラックエンドストッパーを取り外したり、ツールを使⽤したりすることなく、ある KWIKtrak™から別の
KWIKtrak™へのMaxi Sky 2天井⾛⾏リフトの再配置を可能にすることを⽬的とした受け入れモジュール。

受け取りモジュール
700-31400（充電ステーション） 700-31401 (ECS)

0.89 kg

mm in

0.92 kg

mm in

A 243 9 5/8 A 243 9 5/8

B 72 2 7/8 B 72 2 7/8

C 102 4 C 102 4

700-31421（カーテンギャップ）

0.98 kg

mm in

A 243 9 5/8

B 72 2 7/8

C 96 3 3/4

1540 mm 125 mm

325 mm 型式 700-05382 700-05387

型式 スタンダードベルト 大型ベルト

重量 8.9 kg

 H 

 60mm
2 3/8"

 

 418mm
16 1/2"

 

2.5
Max

2.5°
Max

236mm
9 1/4"

 

2300mm
[90 1/2"]

  272mm
10 3/4"

15°
Max

15°
Max

充電ステーションのバージョン表⽰

2,5º
最⼤ 2,5º

最⼤
15º
最⼤

15º
最⼤

B

A

C

A

B
C

A

B

C
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技術データ
製品情報 Maxi Sky 2

全重量（4- 機能モデル） 12.3 kg

全重量（2- 機能モデル） 11.6 kg

最大安全耐荷重 120 kg, 200 kg, 272 kg

ストラップ⻑ 2500 mm

持ち上げスピード 5.1 cm/s 負荷なし
4.2 cm/s：120 kg 負荷時
3.8 cm/s：200 kg負荷時
3.3 cm/s：272 kg負荷時

最大ストローク（天井から） 2300 mm

水平方向の変位（移動）速度 10、 15 および 20 cm/s 

移乗の操作力 < 5 N

電気仕様
デューティサイクル 上昇 /下降モーター： 最大 10%、 2分間連続

左 /右モーター： 最大 20%、 5分間連続
座位 /リクライニングモーター：最大 10%、 2分間連続

水平軸モーター 24 VDC, 62 W

垂直軸モーター 24 VDC、 360 Wで最大 2 分間
定格 24 VDC、 15 A 最大

負荷 /無負荷での昇降時のノイズレベル 61 dBA 最大（負荷ありまたは負荷なし）
ヘルスケア・福祉機器 IEC 60601-1 に基づく感電に対する BF 型保護

警告：ポータブル RF通信機器（アンテナケーブルや外部アンテナなどの周辺機器を含む）は、メーカー指定の
ケーブルを含む Maxi Sky 2リフトのすべての部品から 30 cm 以上離して使用しなければなりません。守らない
場合、この機器の性能が低下することがあります。詳細は「電磁両⽴性」セクションを参照してください。

バッテリータイプ 12 V、 5 Ah、充電式・制御弁式（密閉形）鉛蓄電池
バッテリー容量 100 kg 負荷にて最⾼移乗回数 120 回、200 kg 負荷で最⾼移乗回数 70 回

保護等級 - 手元スイッチ IPX7

保護程度 - Maxi Sky 2 IP24

リフト - 保護クラス - 感電防止 内部電源機器
バッテリー充電器入力 100-240 VAC, 50-60 Hz, 57 - 70 VA.

バッテリー充電器出力 28.1 VDC, 1 A max, 28.1 VA

バッテリー充電器の安全保護 クラス 2、二重絶縁
操作、運搬および保管条件

正常な操作 周囲温度範囲：5°C 〜 40°C
相対湿度範囲：15% 〜 93%、結露なきこと
大気圧範囲：700 hPa 〜 1060 hPa

運搬 / 保管 周囲温度範囲：-40°C 〜 70°C
相対湿度範囲：0% 〜 93%、結露なきこと
大気圧範囲：500〜 1060 hPa

警告：本製品は、空気や酸素、または亜酸化窒素との可燃性麻酔薬混合ガスがある所では使用、または保管しな
いで下さい。
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承認および規格リスト
Maxi Sky 2シリーズの天井⾛⾏リフトは以下の規格に従ってテストされています：

• カナダ規格協会： .

• IEC 60601-1シリーズ。適⽤される追加基準および国ごとの相違を含む。

• Technischer Überwachungs-Verein： 
•  ISO 10535：2006 規格

• CE マーク： 

寿命後の安全な廃棄

電磁コンプライアンス
Maxi Sky 2は、外部ソースから EMI（電磁干渉）を遮断する能力に関して現⾏の規制基準への準拠がテ
ストされています。しかしながら、一部の手順は電磁干渉の軽減に役⽴ちます。

• 患者様のモニタリングおよび /または生命維持装置などが、電磁エミッション規格に準拠してい
るか確認してください。

• 電子医療機器装置間の距離を最大にしてください。⾼周波・⾼出力デバイスは本リフトに影響を
与える可能性がある EMI を発生することがあります。 

本製品の RF（無線周波数）電磁環境をどう管理するかについての詳しい情報は、 AAMI TIR 18-1997 -
Guidance on Electromagnetic Compatibility of Medical Devices for Clinical/Biomedical Engineers（臨床技
師 /医⽤生体技師のための医療装置の電磁両⽴性に関するガイダンス）を参照してください。

梱包 段ボール箱、リサイクル可能 
発泡スチロール (EPS)、リサイクル可能

製品および付属品 スリングバー、レール、レール保持部材のような主にさまざまな⾦属で構成さ
れる部品（重量で 90%以上が⾦属）は、⾦属としてリサイクルしてください。

バッテリー 製品に付属しているすべてのバッテリーは別々にリサイクルしなければなり
ません。バッテリーは、国または地方条例に従って廃棄してください。

電気および電子部品 電気および電子部品または電気コードがあるリフト関連製品は、電気・電子機
器の廃棄 (WEEE)または地方⾃治体あるいは国の法令に従って分解し、リサイ
クルしてください。

スリング 補強材、安定材、緩衝材およびその他の繊維またはポリマー、プラスチック材
等を含むスリングは、可燃性廃棄物に分類してください。

警告：Arjo が指定または提供していないアクセサリー、コード、交換部品を使⽤すると、この機器に
おける電磁エミッションの増加または電磁イミュニティの減少を引き起こし、不適切な動作につなが
る可能性があります。

警告：本製品を他の機器に隣接して、または他の機器と積み重ねて使⽤すると、誤作動することがあ
ります。このような使⽤法が必要な場合、本製品と他の機器を観察して、正常に作動しているか、ま
ず確認してください。

警告：本製品は電波障害を起こしたり、近くの機器の動作を妨害することがあります。まわりの機器
の再配線、再配置あるいは場所を隔離するなどの措置が必要になることがあります。
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電磁エミッション
ガイダンス およびメーカーの宣言

電磁エミッション - 全機器およびシステム用
Maxi Sky 2 は以下に指定する電磁環境での使⽤を⽬的としています。 
Maxi Sky 2 の顧客またはユーザーは、製品がこの様な環境下で使⽤できる事を確認しなければなりま
せん。
エミッション試験 コンプライアンス 電磁環境 – ガイダンス

RFエミッション 
CISPR 11 グループ 1

Maxi Sky 2 は RF エネルギーをその内部機能のためにの
み使⽤します。従って、その RF エミッションは非常に
低いため、近隣の電子機器に何らかの影響を及ぼし難く
なっています。

RFエミッション 
CISPR 11 クラス B

Maxi Sky 2 は、家庭⽤施設、および家庭⽤に使われる建
物に供給する公共低電圧電力供給ネットワークに直接接
続されたものを含む、あらゆる施設での使⽤に適してい
ます。

⾼調波エミッション
IEC 61000-3-2 クラス A

電圧変動 /フリッ
カーエミッション 

IEC 61000-3-3
準拠
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電磁イミュニティ
ガイダンスおよびメーカーの宣言 - 

電磁環境耐性 - 全機器およびシステム用

Maxi Sky 2は以下に指定する電磁環境での使⽤を⽬的としています。 
Maxi Sky 2 の顧客またはユーザーは、製品がこの様な環境下で使⽤できる事を確認しなければなりま
せん。
イミュニティ試験 IEC 60601 試験レベル コンプライアンスレベル 電磁環境 – ガイダンス

静電放電 (ESD) 
IEC 61000-4-2

±8 kV 接触

± 2 kV、 ±4 kV、
±8 kV、 ±15 kV 気中

±8 kV 接触

± 2 kV、 ±4 kV、
±8 kV、 ±15 kV 気中

床はフローリング、コンク
リートあるいはセラミック
タイルにしてください。床
が合成材に変更された場
合、相対湿度は最低30%に
しなければなりません。

電気的ファース
ト・トランジェン
ト /バースト

IEC 61000-4-4

±2 kV、 AC メイン⽤

±1 kV、入出力ポート⽤

100 kHz 繰返し周波数

±2 kV、 AC メイン⽤

±1 kV、入出力ポート⽤

100 kHz 繰返し周波数

電源品質は一般的な商⽤
あるいは病院環境のそれ
と同等としてください。

Surge 
IEC 61000-4-5

±2 kV、交流主電源、
ライン -アース間

±2 kV、交流主電源、
ライン -アース間

±2 kV、交流主電源、
ライン -アース間

±2 kV、交流主電源、
ライン -アース間

電源入力ライン 
IEC 61000-4-11
上の電圧降下、
短時間停電およ
び電圧変動

0% UT; 0.5 サイクル
0°、 45°、 90°、 135°、

180°、225°、270° および 
315° にて

0% UT; 1 サイクルおよび
70% UT; 25/30 サイクル

単相：0° にて

0% UT; 250/300 サイクル

0% UT; 0.5 サイクル
0°、 45°、 90°、 135°、

180°、 225°、 270° 
および 315° にて

0% UT; 1 サイクルおよび 
70 % UT; 25/30サイクル

単相：0° にて

0% UT; 250/300 サイクル

電源周波数 
(50/60 Hz) 

IEC 61000-4-8
30 A/m 50/60 Hz 30 A/m 50/60 Hz

電力周波数磁場は、一般商
⽤または病院環境での典型
的な場所での特性レベルで
ある必要があります。

注記：UT は、テストレベルの適⽤前における AC電源の電圧です。
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ガイダンスおよびメーカーの宣言 - 
電磁環境耐性 - 全機器およびシステム用

Maxi Sky 2は以下に指定する電磁環境での使⽤を⽬的としています。 
Maxi Sky 2 の顧客またはユーザーは、製品がこの様な環境下で使⽤できる事を確認しなければなりま
せん。

イミュニティ試験 IEC 60601 試験レベル コンプライアンスレベル 電磁環境 – ガイダンス

伝導性 RF

IEC 61000-4-6

0.15〜 80 MHz間の
ISM周波数帯外 3V

 
0.15〜 80 MHz間の

ISMおよびアマチュア
無線周波数帯内 6V

0.15〜 80 MHz間の
ISM周波数帯外 3V

 
0.15〜 80 MHz間の

ISMおよびアマチュア
無線周波数帯内 6V

該当なし

放射 RF

IEC 61000-4-3

10 V/m
80 MHz 〜 2.7 GHz

20 V/m
80 MHz 〜 2.7 GHz 該当なし

RF無線通信機器
の近接フィールド

IEC 61000-4-3

380 ~ 390 MHz
27 V/m; PM 50%; 18 Hz

430 ~ 470 MHz
28 V/m; (FM ±5 kHz, 

1 kHz 正弦 ) PM; 18 Hz

800 ~ 960 MHz
28 V/m; PM 50%; 18 Hz

1700 ~ 1990 MHz
28 V/m; PM 50%; 217 Hz

2400 ~ 2570 MHz
28 V/m; PM 50%; 217 Hz

5100 ~ 5800 MHz
9 V/m; PM 50%; 217 Hz

704 ~ 787 MHz
9 V/m; PM 50%; 217 Hz

380 ~ 390 MHz
27 V/m; PM 50%; 18 Hz

430 ~ 470 MHz
28 V/m; (FM ±5 kHz, 

1 kHz 正弦 ) PM; 18 Hz

800 ~ 960 MHz
28 V/m; PM 50%; 18 Hz

1700 ~ 1990 MHz
28 V/m; PM 50%; 217 Hz

2400 ~ 2570 MHz
28 V/m; PM 50%; 217 Hz

5100 ~ 5800 MHz
9 V/m; PM 50%; 217 Hz

704 ~ 787 MHz
9 V/m; PM 50%; 217 Hz

該当なし
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